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Ⅰ．調査のあらまし 

  

１．目的 

   本調査は、中小企業における労働事情を的確に把握し、適正な中小企業労働対策の樹立及び時宜を得た中央

会労働指導指針の策定に資することを目的とする。 

 

 ２．調査機関 

   新潟県中小企業団体中央会 

 

 ３．調査方法 

   本調査は、全国の都道府県中小企業団体中央会で一斉に実施するものであり、当県では事業協同組合等を通

じて、任意抽出した組合員事業所宛に調査票を配布し、直接当会で回収したものを全国中小企業団体中央会に

おいて一括集計した。 

 

 ４．調査時点 

   平成２０年７月１日 

 

 ５．調査対象 

  (1) 調査対象産業 

     [製造業]  

              食料品、繊維・同製品、木材・木製品、出版・印刷・同関連、窯業・土石製品、 

        金属・同製品、機械器具、その他の製造業 

          [非製造業] 

              情報通信業、運輸業、建設業、卸・小売業（飲食店を除く）、サービス業 

 

(2) 調査対象事業所数 

従業員300人以下の県下1,300事業所 

（ただし、卸売業・サービス業については従業員100人以下、小売業については同50人以下の事業所） 

           なお業種別・規模別の割合は、可能な範囲で次の割合に準拠した。 

 

 

 

 

 

 ６．調査内容 

(1) 経営に関する事項 

(2) 従業員の労働時間に関する事項 

(3) 退職金(年金)制度に関する事項 

(4) 従業員の募集・採用・定着に関する事項 

(5) 高年齢者の雇用に関する事項 

(6) 最低賃金引上げに関する事項 

(7) 新規学卒者の採用に関する事項 

(8) 賃金改定に関する事項 

  

9人以下 20% 9人以下 30%
10～29人 35% 10～29人 40%
30～99人 35% 30人以上 30%
100～300人 10%

製造業(55％) 非製造業(45％)
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《調査結果のポイント》 

 

１．経営に関する事項 (p.８～p.１１) 

 (1) 現在の経営状況 「悪い」が６１．５％(対前年比１６．５ポイント増)と大きく増加 

 

 (2) 主要事業の今後の方針  「現状維持」が６５．１％で最多 

 

 (3) 経営上のあい路 

 「原材料・仕入高の高騰」が５９．３％(対前年比１９．６ポイント増)で最多  

 

 (4) 経営上の強み 「顧客への納品・サービスの速さ」が２９．７％で１位 

 

 

２．従業員の労働時間に関する事項 (p.１２～p.１４) 

 (1) 従業員の週所定労働時間  「４０時間以下」の事業所が８７．３％ 

 

 (2) 従業員一人当たりの月平均残業時間  １０．４３時間（対前年比０．７０時間増） 

 

  (3) 従業員一人当たりの年次有給休暇 

   取得率平均４３．００％、全国平均より３．６６ポイント下回る 

平均付与日数１５．５８日、平均取得日数は６．７０日 

 

 

３．退職金(年金)制度に関する事項 (p.１５) 

 (1) 退職金(年金)制度の有無  「退職一時金制度のみ」が５６．２％で最多 

 

(2) 退職金(年金)の支払い準備形態について  

「中小企業退職金共済制度(建退共を含む)」が６８．４％で最多 

 

(3) 適格年金制度廃止後の移行先について  

「中小企業退職金共済制度(建退共を含む)」４１．９％で最多、次いで「未定」３５．５％ 

 

 

４．従業員の募集・採用・定着に関する事項 (p.１６～p.１７) 

 (1) 新規学卒者の定期採用について  「定期採用はしていない」が７６．８％ 

 

(2) 過去３年間における中途採用の有無  「行った」が７２．３％ 

 

(3) 過去３年間の採用活動で必要な人数を確保できているか 

 「採用できている」 新規学卒者３４．６％、中途採用者６５．８％ 

 

 (4) 従業員採用にあたって効果的であった募集方法  新卒・中途採用ともに「ハローワーク」活用が最多 

 

 (5) 若手従業員(３５歳未満)の定着率について  「同業他社と同じくらい」が５０．３％で最多 

 

 (6) 若手従業員(３５歳未満)の定着のために行っていること  

上位３つは「仕事のやりがいを教えている」「休暇を取りやすくしている」「教育・訓練の充実」 
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５．高年齢者の雇用に関する事項 (p.１８～p.１９) 

 (1) 定年年齢について  「６０歳」６５．９％、「６５歳以上」１４．０％ 

 

 (2) 定年後の継続雇用制度導入状況 

   「再雇用制度のみを導入」が４９．３％で最多 

 

 (3) 継続雇用制度の対象となる高年齢者の基準設置状況  

「設けていない」が５９．６％で最多 

 

 (4) 高年齢者(６０歳以上)の雇用にあたっての課題  

上位３つは「賃金体系や水準の見直し」「業務や作業内容の見直し」「心身の健康面の配慮」 

 

 (5) 高年齢者(６０歳以上)へ期待していること 

   上位３つは「技術・技能の承継をすること」｢技術・技能を活かすこと｣「経験・人脈を活かすこと」 

 

６．最低賃金引上げに関する事項 (p.２０～p.２１) 

 (1) 最低賃金引上げの影響について   

「ほとんどない」が５２．０％、｢全くない｣が２５．０％ 

 

 (2) 最低賃金引上げに影響がある場合の対応 

   「生産性向上の努力をした」４１．４％、「新規雇用を控えた」１４．９％ 

 

７．新規学卒者の採用に関する事項 (p.２２～p.２５) 

 (1) 新規学卒者（平成２０年３月卒）の採用充足率 

    高校卒８７．２％、専門学校卒８８．１％、短大卒（含高専）１００％、大学卒８９．９％ 

    全卒業区分で前年より増加 

 

 (2) 新規学卒者（平成２０年３月卒）の平均初任給額（単純平均・通勤手当を除く所定内賃金） 

                                                                 (※サンプル数が少ない項目あり) 

 

 

 

 

 

 (3) 新規学卒者（平成２１年３月卒）の採用計画  

    「ある」１７．１％（対前年比２．８ポイント減） 

 

 

８．賃金改定に関する事項 (p.２６～p.２８) 

 (1) 賃金改定実施状況（平成２０年１月１日～７月１日） 

    「引き上げた」３８．９％（対前年比２．５ポイント減） 

 

 (2) 賃金の昇給額・昇給率（単純平均） 

    昇給額 ＋３，２０６円、昇給率 ＋１．３８％  

    前年より引き上げ幅縮小 

 

 (3) 賃金改定後の平均賃金 

    新潟県全体の平均賃金は２３６，０９６円(対前年比５，５４９円減) 

技術系 １５５，６８５円 技術系 １５８，０８５円

事務系 １５２，５５７円 事務系 １５９，８３３円

技術系 １６５，２１４円 技術系 １９８，３６８円

事務系 １６１，１７５円 事務系 １８９，７３９円
短大卒
(含高専)

大学卒

高校卒 専門学校卒
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Ⅱ．回答事業所の概要 

１．回答事業所の内訳 

  対象事業所１，３００（製造業７１５、非製造業５８５）のうち 
回答事業所  ６００（製造業３０１、非製造業２９９)、回収率４６．２％ 

 (上段：実数、下段：％)

1～4人 5～9人 10～20人 21～29人

18,707 5,925 2,339 3,586 6,626 4,690 1,936 4,762 1,394 624,807 461,975 210,907
31.7 12.5 19.2 35.4 25.1 10.3 25.5 7.5 33.40 68.7 31.3

379 135 52 83 114 77 37 102 28 12,882 9,655 3,227
35.6 13.7 21.9 30.1 20.3 9.8 26.9 7.4 33.99 74.9 25.1

600 188 71 117 198 142 56 171 43 21,376 14,850 7,923
31.3 11.8 19.5 33.0 23.7 9.3 28.5 7.2 35.63 65.2 34.8

301 70 25 45 104 73 31 98 29 12,594 7,896 5,440
23.3 8.3 15.0 34.6 24.3 10.3 32.6 9.6 41.84 59.2 40.8

66 14 8 6 16 9 7 25 11 3,877 1,749 2,535
21.2 12.1 9.1 24.2 13.6 10.6 37.9 16.7 58.74 40.8 59.2

55 18 5 13 16 13 3 19 2 1,480 466 1,045
32.7 9.1 23.6 29.1 23.6 5.5 34.5 3.6 26.91 30.8 69.2

29 16 7 9 10 9 1 3 - 369 301 73
55.2 24.1 31.0 34.5 31.0 3.4 10.3 - 12.72 80.5 19.5

23 5 1 4 7 5 2 8 3 1,228 829 430
21.7 4.3 17.4 30.4 21.7 8.7 34.8 13.0 53.39 65.8 34.2

42 7 - 7 23 15 8 9 3 1,490 1345 224
16.7 16.7 54.8 35.7 19.0 21.4 7.1 35.48 85.7 14.3

65 7 3 4 30 20 10 20 8 2,990 2,312 807
10.8 4.6 6.2 46.2 30.8 15.4 30.8 12.3 46.00 74.1 25.9

14 1 - 1 2 2 - 9 2 903 712 251
7.1 - 7.1 14.3 14.3 - 64.3 14.3 64.50 73.9 26.1

7 2 1 1 - - - 5 - 257 182 75
28.6 14.3 14.3 - - - 71.4 36.71 70.8 29.2

299 118 46 72 94 69 25 73 14 8,782 6,954 2,483
39.5 15.4 24.1 31.4 23.1 8.4 24.4 4.7 29.37 73.7 26.3

3 1 - 1 2 2 - - - 33 26 7
33.3 - 33.3 66.7 66.7 - - - 11.00 78.8 21.2

24 1 - 1 4 3 1 11 8 2,050 1,924 269
4.2 - 4.2 16.7 12.5 4.2 45.8 33.3 85.42 87.7 12.3

109 41 8 33 37 23 14 26 5 3,215 2,830 471
37.6 7.3 30.3 33.9 21.1 12.8 23.9 4.6 29.50 85.7 14.3

39 6 2 4 13 8 5 16 4 1,811 1,637 233
15.4 5.1 10.3 33.3 20.5 12.8 41.0 10.3 46.44 87.5 12.5

33 19 4 15 12 4 8 2 - 451 392 65
57.6 12.1 45.5 36.4 12.1 24.2 6.1 - 13.67 85.8 14.2

37 16 2 14 12 11 1 8 1 953 801 173
43.2 5.4 37.8 32.4 29.7 2.7 21.6 2.7 25.76 82.2 17.8

102 48 21 27 33 26 7 20 1 1,946 1,201 808
47.1 20.6 26.5 32.4 25.5 6.9 19.6 1.0 19.08 59.8 40.2

51 13 3 10 22 18 4 15 1 1,347 900 492
25.5 5.9 19.6 43.1 35.3 7.8 29.4 2.0 26.41 64.7 35.3

51 35 18 17 11 8 3 5 - 599 301 316
68.6 35.3 33.3 21.6 15.7 5.9 9.8 - 11.75 48.8 51.2

61 27 17 10 18 15 3 16 - 1,538 973 928
44.3 27.9 16.4 29.5 24.6 4.9 26.2 - 25.21 51.2 48.8

18 3 2 1 9 8 1 6 - 601 375 272
16.7 11.1 5.6 50.0 44.4 5.6 33.3 - 33.39 58.0 42.0

43 24 15 9 9 7 2 10 - 937 598 656
55.8 34.9 20.9 20.9 16.3 4.7 23.3 - 21.79 47.7 52.3

上段：実数合計
下段：平均値 男性 女性30～

99人
100～
300人

10～
29人

1～9
人

事業所従業員規模

事業所数

対個人ｻｰﾋ ﾞ ｽ業

対事業所ｻｰﾋﾞｽ業

非　製　造　業

繊 維 ・ 同 製 品

木 材 ・ 木 製 品

出版･印刷･同関連

そ の 他

機 械 器 具

運 輸 業

建 設 業

食 料 品

サ ー ビ ス 業

小 売 業

卸 売 業

卸 ・ 小 売 業

全　　　　　国

東　　京　　都

新　　潟　　県

設 備 工 事 業

職 別 工 事 業

総 合 工 事 業

窯 業 ・ 土 石

情 報 通 信 業

製　　造　　業

金 属 、 同 製 品
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２．従業員について 

（１）従業員の雇用形態別構成比 

 従業員の雇用形態について今年度新潟県全体では「正社員」の８１．７%が最も多く、次いで「パートタイム労働
者」１３．０％と続いている。全国平均と比較すると新潟県は正社員の割合が３．１ポイント上回っている。パート

タイム労働者の割合が最も多い業種をみると「対事業所サービス業」が３２．８％となっている。 
 
 
 
 

従業員の雇用形態別構成比

82.7

81.0

81.7

78.6

13.4

12.8

13.0

12.8

2.9

2.6

1.8

0.8

5.7

3.4

3.6

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県非製造業

県製造業

H20新潟県

H20全国

正社員

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ労働者

派遣

ｱﾙﾊﾞｲﾄ･その他

(単位：％)

正社員
ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ
労働者 派遣

ｱﾙﾊﾞｲﾄ･
その他 正社員

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ
労働者 派遣

ｱﾙﾊﾞｲﾄ･
その他 正社員

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ
労働者 派遣

ｱﾙﾊﾞｲﾄ･
その他

80.1 12.9 2.1 4.9 89.9 4.0 1.7 4.4 59.2 31.9 3.0 6.0
79.8 12.7 2.5 4.9 89.6 3.9 2.0 4.5 58.3 32.2 3.5 6.0
79.6 12.5 2.8 5.1 88.9 4.3 2.4 4.5 58.8 31.0 3.9 6.3
78.5 13.1 3.2 5.2 88.3 4.4 2.6 4.7 57.1 31.8 4.0 7.1
78.6 12.8 2.9 5.7 88.4 4.1 2.5 5.0 62.7 29.6 3.5 4.2
84.2 10.0 1.1 4.7 89.9 4.9 0.8 4.5 68.5 24.1 2.1 5.3

H16新潟県 84.1 11.4 1.1 3.4 93.4 3.2 0.7 2.7 64.1 29.1 1.8 5.0
H17新潟県 83.5 11.7 1.3 3.6 93.2 3.0 0.7 3.1 62.8 30.1 2.5 4.6
H18新潟県 82.0 12.9 2.0 3.1 91.9 3.9 1.4 2.8 60.5 32.4 3.4 3.8
H19新潟県 82.6 12.8 1.2 3.4 93.1 3.2 0.6 3.1 61.9 31.8 2.3 4.0
H20新潟県 81.7 13.0 1.8 3.4 91.9 4.2 0.9 3.0 62.7 29.6 3.5 4.2
1～9人 85.4 9.7 0.1 4.8 91.4 3.9 - 4.7 75.7 19.0 0.3 5.0
1～4人 84.8 9.8 - 5.4 93.8 3.1 - 3.1 74.7 17.2 - 8.0
5～9人 85.6 9.6 0.1 4.7 90.9 4.1 - 5.0 76.0 19.5 0.3 4.1

10～29人 84.9 11.3 0.5 3.3 92.2 3.4 0.4 4.0 68.5 29.1 0.6 1.8
10～20人 86.4 9.6 0.6 3.4 92.2 3.4 0.6 3.8 73.2 23.7 0.6 2.5
21～30人 82.7 13.8 0.3 3.1 92.1 3.4 0.2 4.3 61.9 36.8 0.7 0.7

30～99人 83.5 12.2 1.3 2.9 92.8 3.5 1.1 2.6 66.1 28.5 1.9 3.5
100～300人 77.8 15.4 2.8 4.0 90.9 5.1 1.1 3.0 54.1 34.1 5.9 5.9

製造業 81.0 12.8 2.6 3.6 91.1 4.0 1.4 3.5 66.3 25.6 4.3 3.8
食料品 66.7 24.2 3.4 5.7 88.7 5.0 1.6 4.6 51.6 37.4 4.7 6.4
繊維・同製品 90.9 7.7 0.7 0.6 92.1 5.2 2.4 0.4 90.4 8.9 - 0.7
木材・木製品 92.0 2.4 1.1 4.5 94.4 0.3 0.3 5.0 82.2 11.0 4.1 2.7
出版･印刷･同関連 85.3 11.1 2.2 1.4 94.6 3.9 0.4 1.2 67.4 25.1 5.8 1.6
窯業・土石 87.6 4.9 1.5 6.0 88.6 3.6 1.3 6.5 82.1 12.5 2.2 3.1
金属、同製品 88.4 7.6 2.0 2.0 92.8 3.5 1.4 2.3 75.7 19.5 3.8 1.0
機械器具 82.2 7.5 5.9 4.4 88.5 5.5 2.2 3.8 64.5 13.1 16.3 6.0
その他 88.7 7.0 3.9 0.4 99.5 - - 0.5 62.7 24.0 13.3 -

非製造業 82.7 13.4 0.8 3.1 92.7 4.5 0.4 2.5 54.8 38.3 1.9 5.0
情報通信業 93.9 6.1 - - 100.0 - - - 71.4 28.6 - -
運輸業 85.4 13.3 0.1 1.2 91.1 7.5 0.1 1.3 44.6 54.6 0.4 0.4
建設業 95.8 2.1 0.1 2.1 97.4 0.5 - 2.1 86.0 11.7 0.4 1.9
総合工事業 96.1 1.4 0.1 2.4 97.3 0.4 - 2.3 87.6 8.6 0.4 3.4
職別工事業 93.4 2.2 0.2 4.2 94.6 0.5 - 4.8 86.2 12.3 1.5 -
設備工事業 96.3 3.2 - 0.5 99.0 0.5 - 0.5 83.8 15.6 - 0.6

卸・小売業 77.8 15.7 2.1 4.3 90.8 6.0 1.1 2.2 58.7 30.1 3.7 7.5
卸売業 78.7 16.2 2.9 2.1 90.1 7.0 1.2 1.7 57.9 33.1 6.1 2.8
小売業 75.9 14.4 0.3 9.4 92.7 3.0 0.7 3.7 59.8 25.3 - 14.9

サービス業 61.9 30.8 1.5 5.9 84.2 8.2 1.4 6.2 38.5 54.4 1.5 5.6
対事業所ｻｰﾋﾞｽ業 58.6 32.8 1.1 7.6 82.7 7.5 1.6 8.3 25.4 67.6 0.4 6.6
対個人ｻｰﾋﾞｽ業 63.6 29.7 1.7 5.0 85.1 8.7 1.3 4.8 43.9 48.9 2.0 5.2

H20東京都

H19全国

合　　計 男　　性

H20全国

女　　性

H16全国
H17全国
H18全国
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(２)常用労働者年齢別構成比 

 年齢構成の比率を新潟県全体において高い順に並べると、「４５～５４歳」「３５～４４歳」「２５～３４歳」「５５

～５９歳」「６０～６４歳」「２４歳以下」「６５歳以上」となった。６０歳以上の割合が近年増加傾向にある。 
 
 

(単位：％)

２４歳以下 ２５～３４歳 ３５～４４歳 ４５～５４歳 ５５～５９歳 ６０～６４歳 ６５歳以上

H16全国 8.9 23.2 21.1 24.7 13.1 6.0 2.9
H17全国 8.6 23.2 21.6 23.8 13.9 6.0 2.9
H18全国 8.4 22.8 21.8 22.9 14.7 6.1 3.3
H19全国 8.4 22.1 22.6 22.1 14.5 6.8 3.6
H20全国 8.4 21.6 23.2 21.6 13.7 7.7 3.8
H16新潟県 7.3 20.7 22.4 28.5 13.5 5.4 2.1
H17新潟県 7.4 21.3 22.2 27.2 14.5 5.2 2.1
H18新潟県 6.3 21.0 22.3 25.9 16.5 5.5 2.4
H19新潟県 7.0 20.3 21.4 25.1 17.1 6.5 2.6
H20新潟県 7.3 20.4 22.4 23.7 15.7 7.4 3.1
1～9人 5.5 17.6 19.6 22.9 17.3 9.9 7.1
1～4人 9.8 14.5 19.6 22.4 15.0 11.2 7.5
5～9人 4.3 18.5 19.6 23.0 18.0 9.6 7.0

10～29人 6.8 19.0 22.4 23.3 16.5 8.1 3.8
10～20人 6.4 19.2 23.0 22.8 16.3 7.7 4.5
21～30人 7.5 18.6 21.6 23.9 16.7 8.8 2.9

30～99人 7.2 21.1 22.4 24.8 14.9 7.0 2.6
100～300人 7.8 20.5 22.8 22.8 16.0 7.3 2.7

製造業 7.8 20.0 22.8 24.1 16.4 6.6 2.3
食料品 8.4 19.3 22.1 25.7 15.3 6.6 2.6
繊維・同製品 7.2 14.8 15.7 30.5 21.1 8.4 2.3
木材・木製品 7.9 18.4 24.9 22.0 14.9 7.9 4.1
出版・印刷・同関連 12.4 34.7 26.6 13.9 8.6 2.4 1.4
窯業・土石 3.2 11.5 22.9 26.8 25.0 8.3 2.4
金属、同製品 8.5 21.0 23.2 22.1 15.7 7.3 2.2
機械器具 6.2 22.4 28.6 22.7 13.3 4.8 2.1
その他 7.4 21.0 26.5 26.1 12.8 4.7 1.6

非製造業 6.5 21.0 21.9 23.2 14.7 8.6 4.1
情報通信業 9.1 57.6 21.2 12.1 - - -
運輸業 3.8 15.6 20.3 24.7 18.1 11.9 5.6
建設業 6.6 22.0 21.7 24.4 14.8 7.5 3.0
総合工事業 4.5 19.5 21.1 26.1 16.1 9.3 3.3
職別工事業 11.3 24.2 19.5 20.0 15.5 6.0 3.5
設備工事業 8.4 25.7 23.9 23.3 12.0 4.7 2.0

卸・小売業 6.3 24.7 25.9 20.9 12.5 5.8 4.0
卸売業 5.1 24.1 28.1 21.5 12.4 5.6 3.3
小売業 8.8 26.2 21.0 19.5 12.7 6.2 5.5

サービス業 10.1 20.5 19.4 21.9 13.1 10.1 4.9
対事業所ｻｰﾋﾞｽ業 3.2 15.5 21.3 25.1 13.1 13.0 8.8
対個人ｻｰﾋﾞｽ業 14.5 23.7 18.1 19.9 13.1 8.3 2.3  

常用労働者の年齢別構成比
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

県非製造業
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H20新潟県

H20全国
２４歳以下

２５～３４歳
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４５～５４歳

５５～５９歳

６０～６４歳

６５歳以上
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３．労働組合の組織状況 

 労働組合の組織状況について新潟県全体で「ある」と回答する事業所は１０．５％。組織率は全国平均と比較して

３．１ポイント上回っている。 
 
 

組織率の推移

8.0
8.3 8.1

7.4 7.4

9.5

11.4 10.5

13.2

12.1

0

2

4

6

8

10

12

14

H16 H17 H18 H19 H20

(%)

全国 新潟県

 

（単位：％）

事業所数 あ　る な　い
H16全国 21,681 8.0 92.0
H17全国 19,328 8.3 91.7
H18全国 18,120 8.1 91.9
H19全国 18,657 7.4 92.6
H20全国 18,707 7.4 92.6
H16新潟県 544 11.4 88.6
H17新潟県 544 12.1 87.9
H18新潟県 522 13.2 86.8
H19新潟県 545 9.5 90.5
H20新潟県 600 10.5 89.5
1～9人 188 2.7 97.3
1～4人 71 - 100.0
5～9人 117 4.3 95.7

10～29人 198 9.1 90.9
10～20人 142 7.0 93.0
21～30人 56 14.3 85.7

30～99人 171 12.3 87.7
100～300人 43 44.2 55.8

製造業 301 14.6 85.4
食料品 66 4.5 95.5
繊維・同製品 55 23.6 76.4
木材・木製品 29 3.4 96.6
出版・印刷・同関連 23 8.7 91.3
窯業・土石 42 26.2 73.8
金属、同製品 65 15.4 84.6
機械器具 14 21.4 78.6
その他 7 14.3 85.7

非製造業 299 6.4 93.6
情報通信業 3 - 100.0
運輸業 24 41.7 58.3
建設業 109 - 100.0
総合工事業 39 - 100.0
職別工事業 33 - 100.0
設備工事業 37 - 100.0

卸・小売業 102 3.9 96.1
卸売業 51 5.9 94.1
小売業 51 2.0 98.0

サービス業 61 8.2 91.8
対事業所ｻｰﾋﾞｽ業 18 - 100.0
対個人ｻｰﾋﾞｽ業 43 11.6 88.4  
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Ⅲ．調査結果の概要 

１．経営に関する事項 

(１)現在の経営状況  

～「悪い」が６１．５％(対前年比１６．５ポイント増)と大きく増加～ 

１年前と比較した現在の経営状況について新潟県全体では、「悪い」とする回答は６１．５％(対前年比１６．５ポ

イント増)、「変わらない」とする回答が３２．６％(対前年比１３．７ポイント減)、「良い」とする回答は５．９％(対

前年比２．８ポイント減)となっており、３年連続で経営状況の悪化を感じている事業所が増加している。 

新潟県の労働力の大きな流出先の一つ、東京都では「良い」とする回答が１１．３％となっており、新潟県全体を

２倍ほど上回っている。 

業種別にみると製造業、非製造業それぞれ「悪い」とする回答が６２．１％、６０．９％と両業種とも厳しい状況

にあることがうかがえる。また、「悪い」と回答する業種の上位３つは「運輸業」(８７．５％)、「木材・木製品」(８

２．１％)、「職別工事業」(７８．１％)の順となっている。

(単位：％)

事業所数 良 　い 変わらない 悪　い

H16全国 21,588 12.7 41.4 45.9
H17全国 19,213 11.9 44.5 43.5
H18全国 17,959 12.6 46.2 41.2
H19全国 18,533 11.6 46.5 41.9
H20全国 18,545 7.3 35.6 57.1
H20東京都 379 11.3 34.0 54.6
H16新潟県 540 11.1 41.1 47.8
H17新潟県 541 14.2 47.3 38.4
H18新潟県 515 13.6 47.6 38.8
H19新潟県 542 8.7 46.3 45.0
H20新潟県 592 5.9 32.6 61.5
1～9人 183 4.4 30.1 65.6
1～4人 69 4.3 23.2 72.5
5～9人 114 4.4 34.2 61.4

10～29人 196 5.1 31.1 63.8
10～20人 141 5.0 31.9 63.1
21～30人 55 5.5 29.1 65.5

30～99人 170 7.6 37.6 54.7
100～300人 43 9.3 30.2 60.5

製造業 298 6.7 31.2 62.1
食料品 65 6.2 44.6 49.2
繊維・同製品 55 1.8 32.7 65.5
木材・木製品 28 7.1 17.9 82.1
出版・印刷・同関連 23 17.4 8.7 73.9
窯業・土石 42 7.1 26.2 66.7
金属、同製品 64 10.9 28.1 60.9
機械器具 14 7.1 57.1 35.7
その他 7 - 28.6 71.4

非製造業 294 5.1 34.0 60.9
情報通信業 3 - 100.0 -
運輸業 24 - 12.5 87.5
建設業 107 7.5 26.2 66.4
総合工事業 39 17.9 17.9 64.1
職別工事業 32 3.1 18.8 78.1
設備工事業 36 - 41.7 58.3

卸・小売業 99 6.1 39.4 54.5
卸売業 49 8.2 51.0 40.8
小売業 50 4.0 28.0 68.0

サービス業 61 1.6 44.3 54.1
対事業所ｻｰﾋﾞｽ業 18 5.6 55.6 38.9
対個人ｻｰﾋﾞｽ業 43 - 39.5 60.5  

新潟県全体における経営状況の推移
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(２)主要事業の今後の方針  

～「現状維持」が６５．１％で最多～ 

 主要事業の今後の方針について、新潟県全体において「現状維持」とする回答が最も多く６５．１％(対前年比０．

９ポイント増)、「強化拡大」２１．２％(対前年比２．６ポイント減)、「縮小」１２．０％(対前年比２．８ポイント

増)となった。 

「縮小」の回答を業種別にみると製造業では１５．５％、非製造業では８．５％と製造業の縮小割合が高い。 

 経営状況別にみると「悪い」と回答する事業所の６５．９％が今後の方針について「現状維持」としている。 

新潟県全体における
今後の方針の推移
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(単位：％)

事業所数
強化
拡大

現状
維持

縮　小 廃　止 その他

H16全国 21,168 23.7 66.8 8.2 0.7 0.6
H17全国 18,943 26.6 64.5 7.7 0.5 0.7
H18全国 17,646 27.1 64.1 7.5 0.7 0.6
H19全国 18,306 27.1 64.1 7.4 0.9 0.6
H20全国 18,296 23.2 65.7 9.5 0.9 0.6
H16新潟県 540 21.0 68.9 8.1 0.8 1.1
H17新潟県 528 26.5 66.3 6.8 0.2 0.2
H18新潟県 500 24.0 67.8 5.6 1.2 1.4
H19新潟県 530 23.8 64.2 9.2 1.5 1.3
H20新潟県 584 21.2 65.1 12.0 1.0 0.7
1～9人 180 14.4 63.9 17.2 2.8 1.7
1～4人 68 14.7 66.2 14.7 4.4 -
5～9人 112 14.3 62.5 18.8 1.8 2.7

10～29人 195 19.5 69.7 10.3 0.5 -
10～20人 142 15.5 71.8 12.0 0.7 -
21～30人 53 30.2 64.2 5.7 - -

30～99人 166 27.7 62.0 9.6 - 0.6
100～300人 43 32.6 60.5 7.0 - -

製造業 291 22.0 60.5 15.5 1.4 0.7
食料品 62 38.7 53.2 6.5 1.6 -
繊維・同製品 55 1.8 65.5 29.1 3.6 -
木材・木製品 27 11.1 63.0 22.2 3.7 -
出版・印刷・同関連 22 45.5 40.9 13.6 - -
窯業・土石 42 4.8 64.3 26.2 - 4.8
金属、同製品 62 25.8 66.1 8.1 - -
機械器具 14 35.7 64.3 - - -
その他 7 42.9 57.1 - - -

非製造業 293 20.5 69.6 8.5 0.7 0.7
情報通信業 3 100.0 - - - -
運輸業 22 9.1 72.7 13.6 - 4.5
建設業 108 13.9 75.0 10.2 - 0.9
総合工事業 39 12.8 74.4 12.8 - -
職別工事業 32 9.4 75.0 12.5 - 3.1
設備工事業 37 18.9 75.7 5.4 - -

卸・小売業 99 29.3 63.6 6.1 1.0 -
卸売業 49 38.8 57.1 4.1 - -
小売業 50 20.0 70.0 8.0 2.0 -

サービス業 61 18.0 72.1 8.2 1.6 -
対事業所ｻｰﾋﾞｽ業 18 22.2 66.7 11.1 - -
対個人ｻｰﾋﾞｽ業 43 16.3 74.4 7.0 2.3 -

良　い 35 48.6 45.7 5.7 - -
変わらない 188 27.7 67.6 3.2 1.1 0.5
悪　い 358 14.8 65.9 17.3 1.1 0.8

経
営
状
況  
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(３)経営上のあい路 

～「原材料・仕入高の高騰」が５９．３％(対前年比１９．６ポイント増)で最多～ 

経営上のあい路について(３つまで回答)新潟県全体において、最も回答が多いのは「原材料・仕入品の高騰」の５

９．３％であった。とりわけ製造業については７０．４％と高い割合を示しており、２００７年夏期頃から顕著にな

った原料諸資材等の高騰の影響がうかがわれる。２番目は「販売不振・受注の減少」５８．１％、３番目に「同業他

社との競争激化」の３４．０％の順となった。また、人材に関する事項「労働力不足(量の不足)」「人材不足(質の不

足)」についてのあい路を合わせると３０％を超えている。 

 (単位：％)
事
業
所
数

労
働
力
不
足

（

量
の
不
足
）

人
材
不
足

（

質
の
不
足
）

取
引
先
の
海
外
シ
フ
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に
よ
る
影
響

販
売
不
振
・
受
注
の

減
少

製
品
開
発
力
・
販
売

力
の
不
足

大
企
業
等
の
進
出

同
業
他
社
と
の
競
争

激
化

原
材
料
・
仕
入
品
の

高
騰

安
価
な
輸
入
品
の
増

大 人
件
費
の
増
大

製
品
価
格
（

販
売
価

格
）

の
下
落

納
期
・
単
価
等
の
取
引

条
件
の
厳
し
さ

金
融
・
資
金
繰
り
難

後
継
者
難

情
報
技
術

（
Ｉ
Ｔ

）

へ
の
対
応

環
境
規
制
の
強
化

H16全国 21,388 - 23.7 4.8 50.8 14.2 4.7 41.6 20.4 6.9 12.1 28.0 23.2 11.9 5.7 1.5 5.2

H17全国 19,050 - 27.2 4.2 47.4 14.3 4.6 40.0 27.8 6.6 12.2 24.9 21.7 10.4 6.1 1.4 5.6

H18全国 17,821 7.9 29.3 3.5 47.8 11.5 3.9 39.5 35.9 4.8 12.4 19.1 17.0 10.7 6.2 1.2 5.4

H19全国 18,425 9.1 30.4 3.1 47.5 11.0 3.7 39.1 40.8 4.3 11.6 16.8 16.4 10.3 6.6 1.9 5.0

H20全国 18,494 7.5 26.5 2.3 52.5 9.3 3.2 34.2 59.7 3.0 10.9 12.7 14.5 11.0 5.8 1.4 4.5

H16新潟県 534 - 22.1 2.6 58.4 16.5 3.7 39.9 21.7 7.3 11.6 32.2 23.2 9.7 5.6 1.5 4.7

H17新潟県 529 - 26.1 2.6 47.4 19.5 4.3 40.1 31.2 6.2 10.8 27.2 23.8 9.6 6.4 1.9 6.6

H18新潟県 509 9.0 25.7 3.7 51.5 16.7 2.9 36.5 33.8 4.9 12.6 21.6 17.5 11.2 6.5 1.6 4.1

H19新潟県 537 8.6 30.4 2.4 53.6 11.9 4.3 40.8 39.7 3.0 11.9 16.6 16.4 7.8 8.0 1.9 3.4

H20新潟県 589 8.0 26.1 1.4 58.1 12.6 3.2 34.0 59.3 1.9 10.7 12.9 17.8 11.9 5.4 1.4 2.9

1～9人 182 8.2 22.0 - 66.5 10.4 6.0 33.5 44.5 0.5 7.7 12.6 17.6 14.8 11.0 2.2 3.3

1～4人 67 9.0 10.4 - 62.7 9.0 10.4 38.8 37.3 - 7.5 13.4 10.4 14.9 16.4 3.0 3.0

5～9人 115 7.8 28.7 - 68.7 11.3 3.5 30.4 48.7 0.9 7.8 12.2 21.7 14.8 7.8 1.7 3.5

10～29人 197 7.6 25.4 2.0 60.9 13.2 3.0 31.5 60.4 2.0 11.2 15.2 18.8 14.2 3.6 1.5 2.0

10～20人 141 8.5 24.1 2.8 63.1 12.1 2.8 31.2 54.6 2.1 9.9 16.3 18.4 14.9 3.5 2.1 2.8

21～30人 56 5.4 28.6 - 55.4 16.1 3.6 32.1 75.0 1.8 14.3 12.5 19.6 12.5 3.6 - -

30～99人 168 8.3 29.8 1.8 47.0 12.5 1.2 36.3 69.6 3.0 12.5 13.1 19.0 7.7 3.0 0.6 3.6

100～300人 42 7.1 33.3 2.4 52.4 19.0 - 38.1 76.2 2.4 14.3 2.4 9.5 4.8 - - 2.4

製造業 297 7.7 28.6 2.7 56.6 16.2 2.0 18.9 70.4 3.4 7.7 17.2 21.2 12.1 4.4 - 2.4

食料品 64 10.9 29.7 - 48.4 28.1 4.7 17.2 85.9 - 12.5 3.1 12.5 12.5 3.1 - -

繊維・同製品 55 18.2 34.5 1.8 69.1 14.5 - 3.6 34.5 12.7 5.5 21.8 27.3 16.4 9.1 - -

木材・木製品 27 - 11.1 - 77.8 22.2 7.4 29.6 48.1 - - 25.9 29.6 22.2 3.7 - -

出版・印刷・同関連 23 - 17.4 - 56.5 17.4 4.3 43.5 78.3 - 4.3 17.4 13.0 17.4 - - -

窯業・土石 42 2.4 16.7 - 76.2 4.8 - 19.0 85.7 - 9.5 33.3 11.9 16.7 - - 7.1

金属、同製品 65 4.6 33.8 9.2 43.1 12.3 - 16.9 81.5 4.6 7.7 13.8 27.7 3.1 6.2 - 6.2

機械器具 14 14.3 64.3 7.1 21.4 7.1 - 35.7 64.3 - 14.3 14.3 35.7 - 7.1 - -

その他 7 - 28.6 - 28.6 14.3 - 14.3 85.7 - - 14.3 14.3 - - - -

非製造業 292 8.2 23.6 - 59.6 8.9 4.5 49.3 47.9 0.3 13.7 8.6 14.4 11.6 6.5 2.7 3.4

情報通信業 3 33.3 33.3 - 33.3 33.3 - - - - 33.3 - - - - - -

運輸業 22 9.1 31.8 - 45.5 - - 36.4 77.3 - 22.7 9.1 9.1 22.7 - - 4.5

建設業 109 8.3 16.5 - 67.9 7.3 2.8 47.7 56.9 0.9 8.3 7.3 24.8 10.1 5.5 2.8 3.7

総合工事業 39 5.1 7.7 - 71.8 7.7 7.7 56.4 56.4 - 10.3 - 15.4 12.8 7.7 7.7 5.1

職別工事業 33 6.1 21.2 - 54.5 6.1 - 42.4 57.6 3.0 9.1 3.0 48.5 9.1 3.0 - 3.0

設備工事業 37 13.5 21.6 - 75.7 8.1 - 43.2 56.8 - 5.4 18.9 13.5 8.1 5.4 - 2.7

卸・小売業 99 5.1 27.3 - 62.6 12.1 9.1 52.5 36.4 - 16.2 10.1 7.1 13.1 3.0 3.0 1.0

卸売業 48 6.3 29.2 - 62.5 20.8 6.3 50.0 37.5 - 16.7 8.3 2.1 6.3 - 4.2 2.1

小売業 51 3.9 25.5 - 62.7 3.9 11.8 54.9 35.3 - 15.7 11.8 11.8 19.6 5.9 2.0 -

サービス業 59 11.9 27.1 - 45.8 8.5 1.7 54.2 42.4 - 15.3 8.5 10.2 8.5 16.9 3.4 6.8

対事業所ｻｰﾋﾞｽ業 18 11.1 27.8 - 38.9 5.6 66.7 50.0 - 33.3 5.6 16.7 5.6 11.1 - 5.6

対個人ｻｰﾋﾞｽ業 41 12.2 26.8 - 48.8 9.8 2.4 48.8 39.0 - 7.3 9.8 7.3 9.8 19.5 4.9 7.3

良　い 35 8.6 37.1 2.9 25.7 17.1 2.9 22.9 54.3 2.9 22.9 11.4 22.9 2.9 8.6 5.7 5.7

変わらない 189 12.2 38.1 1.1 39.7 11.1 2.6 30.7 59.3 3.2 13.2 11.1 12.7 9.0 5.3 2.1 2.1

悪　い 360 5.8 18.6 1.4 70.6 13.1 3.6 36.4 60.0 1.1 8.3 14.2 19.4 14.2 5.3 0.6 3.1

経
営
状
況
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(４)経営上の強み 

 ～「顧客への納品・サービスの速さ」が２９．７％で１位～ 

 経営上の強みについて(３つまで回答)新潟県全体において回答の多い順をあげると「顧客への納品・サービスの速

さ」（２９．７％）、「製品の品質・精度の高さ」（２５．１％）、「組織の機動力・柔軟性」（２０．６％）の順となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(単位：％)
事
業
所
数

製
品
・
サ
ー

ビ
ス
の

独
自
性

技
術
・
製
品
の
開
発

力 生
産
技
術
・
生
産
管
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能
力

営
業
力
・
マ
ー

ケ

テ
ィ

ン
グ
力

製
品
・
サ
ー

ビ
ス
の

企
画
力
・
提
案
力

製
品
の
品
質
・
精
度

の
高
さ

製
品
（

商
品
）

･
サ
ー

ビ

ス
の
価
格
競
争
力

顧
客
へ
の
納
品
・

サ
ー

ビ
ス
の
速
さ

企
業
・
製
品
の
ブ
ラ

ン
ド
力

工
場
・
店
舗
の
立
地

条
件
の
良
さ

財
務
体
質
の
強
さ
・

資
金
調
達
力

情
報
の
収
集
・
分
析

力 優
秀
な
仕
入
先
・
外

注
先

商
品
・
サ
ー

ビ
ス
の

質
の
高
さ

組
織
の
機
動
力
・
柔

軟
性

H16全国 21,168 19.3 11.3 18.9 9.3 9.1 24.4 6.7 31.5 8.7 10.0 13.0 3.6 12.7 20.0 20.8
H17全国 18,313 20.4 11.4 18.1 9.3 9.1 24.6 6.6 31.6 8.5 10.4 12.9 3.3 13.5 20.6 21.5
H18全国 17,015 21.7 11.8 17.3 10.7 9.4 23.2 6.6 30.8 8.8 10.5 13.1 3.0 13.9 19.8 20.2
H19全国 17,634 21.2 11.8 16.6 10.2 9.2 24.4 6.3 31.9 9.6 10.4 12.4 3.6 13.7 19.5 21.2
H20全国 17,595 20.9 11.9 16.5 10.7 9.2 24.5 6.5 31.3 9.2 10.3 13.1 3.5 13.6 19.9 21.3
H16新潟県 545 19.7 10.1 22.1 9.3 8.7 25.0 6.7 30.4 11.2 7.1 15.0 2.6 10.8 20.9 21.3
H17新潟県 518 20.1 10.2 17.4 8.9 6.8 22.4 9.3 31.9 7.9 9.5 17.0 3.9 13.9 20.5 23.9
H18新潟県 485 20.0 9.1 17.3 10.5 9.1 23.9 5.4 33.0 8.2 9.5 14.0 2.5 14.0 20.4 20.8
H19新潟県 504 20.8 10.1 17.9 10.3 9.1 24.0 6.0 32.5 10.7 10.5 12.1 2.8 13.1 16.3 20.2
H20新潟県 562 20.5 12.1 16.0 9.1 8.4 25.1 6.4 29.7 11.0 9.8 16.4 3.6 12.6 20.3 20.6
1～9人 167 22.2 11.4 12.6 10.2 9.0 20.4 3.0 31.7 7.8 10.8 9.0 4.8 15.0 29.3 17.4
1～4人 59 22.0 13.6 11.9 15.3 13.6 15.3 5.1 33.9 6.8 8.5 8.5 6.8 15.3 47.5 10.2
5～9人 108 22.2 10.2 13.0 7.4 6.5 23.1 1.9 30.6 8.3 12.0 9.3 3.7 14.8 19.4 21.3

10～29人 192 18.2 10.4 15.6 9.4 8.3 28.6 7.8 32.8 9.9 9.4 12.0 4.2 11.5 18.2 22.4
10～20人 136 19.9 11.0 15.4 8.1 10.3 28.7 7.4 34.6 9.6 8.8 11.8 2.9 10.3 18.4 22.1
21～30人 56 14.3 8.9 16.1 12.5 3.6 28.6 8.9 28.6 10.7 10.7 12.5 7.1 14.3 17.9 23.2

30～99人 161 21.1 13.0 19.9 8.7 6.8 23.0 7.5 26.7 14.3 9.3 26.1 2.5 11.8 15.5 23.6
100～300人 42 21.4 19.0 16.7 4.8 11.9 35.7 9.5 19.0 16.7 9.5 28.6 - 11.9 11.9 14.3

製造業 282 20.2 14.2 24.8 7.1 6.7 39.7 6.7 28.0 12.8 9.2 16.3 1.1 8.2 13.5 16.0
食料品 62 35.5 11.3 17.7 6.5 9.7 29.0 8.1 19.4 22.6 4.8 17.7 3.2 9.7 24.2 11.3
繊維・同製品 50 20.0 20.0 42.0 4.0 4.0 50.0 6.0 16.0 26.0 - 12.0 - 8.0 6.0 16.0
木材・木製品 25 20.0 8.0 28.0 8.0 16.0 40.0 - 44.0 12.0 8.0 4.0 4.0 - 16.0 12.0
出版・印刷・同関連 23 21.7 - 21.7 17.4 13.0 34.8 8.7 43.5 4.3 4.3 8.7 - - 13.0 21.7
窯業・土石 40 12.5 7.5 25.0 12.5 2.5 32.5 2.5 35.0 5.0 32.5 17.5 - 7.5 17.5 7.5
金属、同製品 63 14.3 22.2 20.6 4.8 4.8 46.0 6.3 28.6 4.8 9.5 23.8 - 9.5 6.3 22.2
機械器具 14 - 14.3 21.4 - - 50.0 28.6 21.4 - 7.1 28.6 - 21.4 - 35.7
その他 5 20.0 40.0 - - - 40.0 - 60.0 - - - - 20.0 40.0 -

非製造業 280 20.7 10.0 7.1 11.1 10.0 10.4 6.1 31.4 9.3 10.4 16.4 6.1 17.1 27.1 25.4
情報通信業 3 33.3 - - - 66.7 33.3 - - - - 33.3 - - - 33.3
運輸業 20 15.0 - - - 5.0 5.0 5.0 50.0 5.0 20.0 5.0 - 10.0 30.0 45.0
建設業 101 13.9 18.8 17.8 11.9 4.0 14.9 6.9 27.7 5.0 2.0 22.8 5.9 13.9 10.9 35.6
総合工事業 37 8.1 18.9 35.1 13.5 5.4 16.2 13.5 13.5 5.4 - 27.0 - 16.2 2.7 35.1
職別工事業 30 13.3 20.0 10.0 13.3 3.3 23.3 3.3 36.7 3.3 - 10.0 16.7 16.7 26.7 40.0
設備工事業 34 20.6 17.6 5.9 8.8 2.9 5.9 2.9 35.3 5.9 5.9 29.4 2.9 8.8 5.9 32.4

卸・小売業 96 19.8 5.2 - 12.5 12.5 9.4 6.3 35.4 12.5 12.5 14.6 6.3 29.2 31.3 10.4
卸売業 48 14.6 6.3 - 14.6 12.5 12.5 8.3 50.0 10.4 8.3 14.6 8.3 31.3 20.8 8.3
小売業 48 25.0 4.2 - 10.4 12.5 6.3 4.2 20.8 14.6 16.7 14.6 4.2 27.1 41.7 12.5

サービス業 60 35.0 6.7 3.3 11.7 15.0 5.0 5.0 26.7 13.3 18.3 11.7 8.3 6.7 48.3 25.0
対事業所ｻｰﾋﾞｽ業 18 33.3 5.6 11.1 16.7 22.2 11.1 5.6 44.4 16.7 5.6 22.2 5.6 38.9 33.3
対個人ｻｰﾋﾞｽ業 42 35.7 7.1 - 9.5 11.9 2.4 4.8 19.0 11.9 23.8 7.1 9.5 9.5 52.4 21.4  

1 2 3 4 5

H20全国
顧客への納品・サー
ビスの速さ

製品の品質・精度の
高さ

組織の機動力・柔軟
性

製品・サービスの独
自性

商品・サービスの質
の高さ

H20新潟県
顧客への納品・サー
ビスの速さ

製品の品質・精度の
高さ

組織の機動力・柔軟
性

製品・サービスの独
自性

商品・サービスの質
の高さ

製造業
製品の品質・精度の
高さ

顧客への納品・サー
ビスの速さ

生産技術・生産管理
能力

製品・サービスの独
自性

財務体質の強さ・資
金調達力

非製造業
顧客への納品・サー
ビスの速さ

商品・サービスの質
の高さ

組織の機動力・柔軟
性

製品・サービスの独
自性

優秀な仕入先・外注
先

順位
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２．従業員の労働時間に関する事項 

（１）従業員の週所定労働時間  

～「４０時間以下」の事業所が８７．３％～ 

１週間の所定労働時間について新潟県全体では「４０時間」（４１．５％）とする回答が最も多く、次いで「３８

時間超４０時間未満」（３８．２％）、「３８時間以下」(７．６％)の順となっており、事業所の８割以上は労働時間

が４０時間以下となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟県全体における従業員労働時間の推移

8.5

6.1

7.6

7.6

34.7

39.2

37.1

38.2

44.3

43.3

42.7

41.5

12.5

11.4

12.6

12.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H17

H18

H19

H20

３８時間以下

３８時間超４０
時間未満

４０時間

４０時間超

 

(単位：％)

事業所数
３８時間
以下

３８時間超
４０時間未満 ４０時間

４０時間超
４２時間未満 ４２時間

４２時間超
４４時間未満 ４４時間

H16全国 21,384 8.7 26.5 42.5 7.9 2.4 6.1 5.9
H17全国 18,820 9.7 28.2 47.3
H18全国 17,541 9.5 28.0 47.5
H19全国 18,247 9.9 28.3 46.9
H20全国 17,991 9.7 27.2 48.7
H16新潟県 544 5.0 34.0 42.8 6.8 1.8 6.1 3.5
H17新潟県 544 8.5 34.7 44.3
H18新潟県 490 6.1 39.2 43.3
H19新潟県 539 7.6 37.1 42.7
H20新潟県 568 7.6 38.2 41.5
1～9人 168 8.9 24.4 39.3
1～4人 61 9.8 21.3 42.6
5～9人 107 8.4 26.2 37.4

10～29人 192 7.8 45.8 36.5
10～20人 137 8.0 43.8 38.0
21～30人 55 7.3 50.9 32.7

30～99人 167 6.6 38.9 50.3
100～300人 41 4.9 56.1 39.0

製造業 285 8.8 41.1 42.8
食料品 59 11.9 35.6 49.2
繊維・同製品 53 1.9 47.2 45.3
木材・木製品 28 14.3 21.4 39.3
出版・印刷・同関連 21 19.0 23.8 52.4
窯業・土石 42 2.4 57.1 38.1
金属、同製品 61 8.2 42.6 39.3
機械器具 14 14.3 50.0 35.7
その他 7 14.3 42.9 28.6

非製造業 283 6.4 35.3 40.3
情報通信業 3 - 33.3 66.7
運輸業 23 8.7 43.5 47.8
建設業 105 6.7 38.1 34.3
総合工事業 38 15.8 39.5 26.3
職別工事業 31 3.2 32.3 32.3
設備工事業 36 - 41.7 44.4

卸・小売業 96 4.2 34.4 39.6
卸売業 49 - 42.9 49.0
小売業 47 8.5 25.5 29.8

サービス業 56 8.9 28.6 48.2
対事業所ｻｰﾋﾞｽ業 18 22.2 38.9 38.9
対個人ｻｰﾋﾞｽ業 38 2.6 23.7 52.6

13.9
21.9
8.2

-

4.2
-

21.1

9.8
-
14.3

5.7
25.0
4.8
2.4

28.0
9.9
10.2
9.1

12.7

14.4

27.4
26.2

12.6

15.0

11.4
12.5

14.9

14.8

7.4
3.4

36.2
14.3

18.0
-
-

18.4
21.0

32.3
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（２）従業員一人当たりの月平均残業時間 

～１０．４３時間、対前年比０．７０時間増～ 

 従業員一人当たりの月平均残業時間は新潟県全体では１０．４３時間で、前年の９．７３時間より０．７０時間長

くなっている。さらに、割合をみると「１～１０時間未満」が３４．７％と最も多く、次いで「０時間」が２４．１％

の順となっている。 

業種別にみると平均残業時間は「運輸業」が２９．６５時間と最も長く、次いで「機械器具」２９．０８時間とな

っている。 

経営状況について「悪い」と回答する事業所の平均残業時間は１０．１０時間、「良い」と回答する事業所は８．

４８時間で「悪い」とする事業所のほうが１．６２時間長くなっている。 

 

月平均残業時間の推移

9.26
10.31 10.52

11.55 11.73

8.40
9.68 9.13 9.73 10.43

0

2

4

6

8

10

12

H16 H17 H18 H19 H20（時間）

全国 新潟県

（単位：％）

事業所数 　０時間
１～１０
時間未満

１０～２０時間
未満

２０～３０時間
未満

３０～５０時間
未満

５０時間
以上

平　均
（時間）

H16全国 20,769 33.1 27.1 19.8 11.5 8.1 0.5 9.26
H17全国 18,347 29.8 26.4 20.5 13.1 9.6 0.6 10.31
H18全国 17,133 28.9 26.5 20.5 13.6 9.8 0.7 10.52
H19全国 18,098 28.1 25.6 20.6 13.5 9.8 2.4 11.55
H20全国 18,035 27.1 25.9 21.0 13.7 10.0 2.3 11.73
H16新潟県 540 23.0 26.2 31.1 13.1 6.6 - 8.40
H17新潟県 534 26.8 29.2 24.9 11.2 7.9 - 9.68
H18新潟県 484 25.8 34.3 19.4 15.9 4.5 - 9.13
H19新潟県 526 24.7 29.5 27.9 11.8 5.3 0.8 9.73
H20新潟県 565 24.1 34.7 21.6 12.0 5.0 2.7 10.43
1～9人 170 49.4 28.2 16.5 3.5 0.6 1.8 5.43
1～4人 64 64.1 23.4 9.4 - - 3.1 4.34
5～9人 106 40.6 31.1 20.8 5.7 0.9 0.9 6.08

10～29人 194 21.6 34.0 24.7 13.9 3.6 2.1 10.24
10～20人 140 25.7 34.3 20.0 13.6 3.6 2.9 10.04
21～30人 54 11.1 33.3 37.0 14.8 3.7 - 10.76

30～99人 160 5.0 43.1 22.5 16.3 8.8 4.4 14.23
100～300人 41 4.9 31.7 24.4 22.0 14.6 2.4 17.22

製造業 285 22.1 36.8 21.1 13.7 5.3 1.1 9.92
食料品 60 20.0 56.7 13.3 6.7 3.3 - 6.55
繊維・同製品 54 33.3 37.0 13.0 16.7 - - 6.65
木材・木製品 27 48.1 25.9 14.8 3.7 7.4 - 6.07
出版・印刷・同関連 22 13.6 27.3 22.7 18.2 18.2 - 15.18
窯業・土石 41 2.4 39.0 39.0 19.5 - - 11.66
金属、同製品 62 24.2 27.4 27.4 12.9 6.5 1.6 10.92
機械器具 12 8.3 - 25.0 25.0 25.0 16.7 29.08
その他 7 - 71.4 - 28.6 - - 10.29

非製造業 280 26.1 32.5 22.1 10.4 4.6 4.3 10.95
情報通信業 3 33.3 - - 33.3 - 33.3 23.67
運輸業 23 4.3 13.0 13.0 21.7 26.1 21.7 29.65
建設業 103 15.5 48.5 26.2 7.8 - 1.9 8.41
総合工事業 38 13.2 52.6 21.1 13.2 - - 8.26
職別工事業 32 31.3 34.4 25.0 6.3 - 3.1 7.44
設備工事業 33 3.0 57.6 33.3 3.0 3.0 9.52

卸・小売業 96 43.8 22.9 17.7 9.4 3.1 3.1 8.73
卸売業 48 43.8 25.0 16.7 12.5 2.1 - 6.69
小売業 48 43.8 20.8 18.8 6.3 4.2 6.3 10.77

サービス業 55 23.6 29.1 27.3 10.9 7.3 1.8 11.07
対事業所ｻｰﾋﾞｽ業 18 11.1 27.8 27.8 11.1 22.2 - 15.00
対個人ｻｰﾋﾞｽ業 37 29.7 29.7 27.0 10.8 - 2.7 9.16

良　い 33 18.2 36.4 39.4 6.1 - - 8.48
変わらない 182 19.8 33.5 24.7 11.5 8.2 2.2 11.52
悪　い 345 27.0 34.8 18.3 13.0 3.8 3.2 10.10

経
営
状
況  
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(３)従業員一人当たりの年次有給休暇 

～取得率平均４３．００％、全国平均より３．６６ポイント下回る～ 

 従業員一人当たりの年次有給休暇平均付与日数は、新潟県全体で１５．５８日、平均取得日数は６．７０日であっ

た。取得率平均値は４３．００％で、全国平均４６．６６％と比べると３．６６ポイント下回っている。 

業種別に取得率平均値をみると「製造業」４３．２８％、「非製造業」４２．６７％となっており、製造業のほう

が０．６１ポイント上回っている。(平成１６年は調査を実施していない) 

 

  

新潟県における有給付加取得日数の推移
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H17 H18 H19 H20 H20製造業 H20非製造業 H20全国（日）

付与日数 取得日数

 

事業所数 平均付与日数 平均取得日数 取得率平均値（％）

H16全国 － － - -
H17全国 15,416 15.12 7.24 47.89
H18全国 15,012 15.09 7.17 47.51
H19全国 15,501 15.14 7.20 47.56
H20全国 15,559 15.08 7.03 46.66
H16新潟県 － - - -
H17新潟県 444 15.88 6.77 42.60
H18新潟県 393 15.67 6.68 42.65
H19新潟県 421 15.39 6.68 43.39
H20新潟県 484 15.58 6.70 43.00
1～9人 113 14.08 7.43 52.77
1～4人 35 13.03 7.17 55.04
5～9人 78 14.55 7.54 51.85

10～29人 172 16.08 6.61 41.09
10～20人 122 15.89 6.59 41.49
21～30人 50 16.56 6.65 40.16

30～99人 161 15.74 6.29 39.99
100～300人 38 17.05 6.63 38.89

製造業 253 15.96 6.91 43.28
食料品 52 15.62 6.44 41.27
繊維・同製品 47 14.94 4.89 32.76
木材・木製品 20 13.70 6.80 49.64
出版・印刷・同関連 22 16.05 4.91 30.59
窯業・土石 40 17.98 9.11 50.70
金属、同製品 53 16.45 8.09 49.20
機械器具 12 16.08 8.08 50.26
その他 7 16.14 6.86 42.48

非製造業 231 15.16 6.47 42.67
情報通信業 3 13.67 5.00 36.59
運輸業 22 16.00 7.82 48.86
建設業 86 15.37 6.36 41.40
総合工事業 37 15.78 7.22 45.72
職別工事業 22 15.18 6.77 44.61
設備工事業 27 14.96 4.86 32.50

卸・小売業 72 15.32 5.94 38.76
卸売業 39 16.08 5.47 34.05
小売業 33 14.42 6.48 44.96

サービス業 48 14.23 6.92 48.61
対事業所ｻｰﾋﾞｽ業 15 13.33 6.27 47.00
対個人ｻｰﾋﾞｽ業 33 14.64 7.21 49.28  
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３．退職金(年金)制度に関する事項 

(１)退職金(年金)制度の有無 

～「退職一時金制度のみ」が５６．２％で最多～ 

退職金(年金)制度の有無について、新潟県全体においては「退職一時金制度のみがある」５６．２％が最も多く、

次いで「退職一時金と退職年金制度を併用している」１５．１％となった。「退職年金制度のみがある」、「退職金制

度はない」は同じ１４．４％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)退職金(年金)の支払い準備形態について 

 (１)において「退職金(年金)制度がある」と回答する事業所にどのような支払い準備形態であるか (該当項目すべ

てに回答)聞いたところ、新潟県全体では「中小企業退職金共済制度(建退共等を含む)」６８．４％が最も多く、全

国平均の６１．６％と比べると６．８ポイント上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

(３)適格年金制度廃止後の移行先について 

 適格年金制度廃止後の移行先(該当項目すべてに回答)について、新潟県全体においては「中小企業退職金共済制度

(建退共等を含む)」４１．９％が最も多く、全国平均の３５．３％より６．６ポイント上回っている。次いで「未定」

が３５．５％となっている。「確定給付企業年金制度」について新潟県全体は４．８％となっており、全国平均の   

１２．８％より８．０ポイント下回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(単位:%)
事
業
所
数

社
内
準
備

（
退
職
給

与
引
当

）

中
小
企
業
退
職

金
共
済
制
度

（
建
退
共
等
を

含
む

）

特
定
退
職

金
共
済
制

度 厚
生
年
金

基
金
制
度

適
格
年
金

制
度

確
定
給
付

企
業
年
金

制
度

確
定
拠
出

年
金
制
度

そ
の
他

H20全国 14,923 26.2 61.6 14.0 15.6 13.8 1.9 2.8 3.0
H20新潟県 487 21.1 68.4 15.2 9.9 12.9 0.2 3.1 2.7
製造業　 246 19.9 69.1 13.8 8.9 15.9 - 1.6 3.7
非製造業 241 22.4 67.6 16.6 10.8 10.0 0.4 4.6 1.7  

１．中小企業退職金共済制度……従業員ごとに独立行政法人勤労者退職金共済機構が運営する中小企業のための共済制度(建設業、清酒製造業、林業の従業員

のための特定業種退職金共済制度もある) 

２．特定退職金共済制度…………中小企業団体中央会、商工会議所などの特定退職金共済団体が行う制度 

３．厚生年金基金制度……………厚生年金保険の給付の一部を企業年金で代行している制度 

４．適格年金制度…………………信託銀行又は生命保険会社との間に、退職年金の支給を目的とした信託契約又は生命保険契約を結び、その掛金が税法上、損

金として認められている制度（H24年3月末をもって廃止） 

５．確定給付企業年金制度………拠出した掛金の累計額とその運用収益で、あらかじめ給付額が決定される年金制度 

６．確定拠出年金制度……………拠出された年金が個人ごとに明確に区分され、掛金とその運用益との合計額を基に給付額が決定される年金制度(掛金を確定

して、給付は運用次第) 

(単位:%)
事
業
所
数

中
小
企
業
退

職
金
共
済
制

度

（
建
退
共

等
を
含
む

）

特
定
退
職
金

共
済
制
度

厚
生
年
金
基

金
制
度

確
定
給
付
企

業
年
金
制
度

確
定
拠
出
年

金
制
度

解
約
・
企
業

年
金
制
度
の

廃
止

未
定

そ
の
他

H20全国 2,042 35.3 4.5 7.0 12.8 9.3 5.4 35.2 4.3
H20新潟県　 62 41.9 3.2 6.5 4.8 8.1 9.7 35.5 8.1
製造業 39 41.0 5.1 7.7 7.7 10.3 12.8 33.3 5.1
非製造業 23 43.5 - 4.3 - 4.3 4.3 39.1 13.0

 

退職金制度の有無
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H20全国

H20新潟県

県製造業

県非製造業

退職一時金制度のみがある 退職年金制度のみがある 退職一時金制度と退職年金制度を併用している 退職金制度はない
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４．従業員の募集・採用・定着に関する事項 

(１) 新規学卒者の定期採用について 

 ～「定期採用はしていない」７６．８％～ 

 新潟県全体において「定期採用はしていない」とする回答が最も多く７６．８％を占めており、ほとんどの事業所

が定期採用を行っていないことがうかがえる。「毎年、新卒者を採用している」は１０．５％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

(２) 過去３年間における中途採用の有無 

 ～「行った」７２．３％～ 

 過去３年間の中途採用の有無について、新潟県全体では「行った」とする回答が７２．３％となっており、中途採

用を行っている事業所が多数を占めている。 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

(３)過去３年間の採用活動で、必要な人数を採用できているか 

 過去３年間の新規学卒者について新潟県全体では「十分ではないが採用できている」１８．８％、「十分採用でき

ている」１５．８％で、この二つを合わせた「採用できている」状況は３４．６％となった。「採用活動を行ってい

ない」が５７．１％を占め、そもそも採用活動自体を行っていない事業所が過半数あった。 

中途採用者について新潟県全体では「十分ではないが採用できている」３６．１％、「十分採用できている」２９．

７％で、この二つを合わせると６５．８％となり、「採用できている」状況は６割以上を占めている。 

 

 

 

 

（単位：％）

事業所数
毎年、

新卒者を採用している
数年おきに、

新卒者を採用している
新卒者の定期採用はしてない

H20全国 18,460 10.8 11.7 77.5
H20東京都 379 12.7 10.8 76.5
H20新潟県 591 10.5 12.7 76.8
1～9人 181 1.1 5.0 93.9
10～29人 197 4.1 12.7 83.2
30～99人 170 18.2 18.8 62.9
100～300人 43 48.8 20.9 30.2
製造業 297 11.8 11.4 76.8
非製造業 294 9.2 13.9 76.9  

（単位：％）

事業所数 行った 行わなかった

H20全国 18,423 71.6 28.4
H20東京都 377 69.5 30.5
H20新潟県 589 72.3 27.7
1～9人 182 41.2 58.8
10～29人 195 75.9 24.1
30～99人 169 95.3 4.7
100～300人 43 97.7 2.3
製造業 295 77.6 22.4
非製造業 294 67.0 33.0  

新潟県全体における
過去三年間の中途採用の有無

行った
72.3%

行わな
かった
27.7%

 

（単位：％）

事業所数 十分採用できている
十分ではないが採用

できている
あまり採用できていない 採用活動を行っていない

H20全国 15,711 11.7 15.6 9.7 62.9
H20東京都 356 5.3 15.4 11.5 67.7
H20新潟県 457 15.8 18.8 8.3 57.1
1～9人 124 4.8 3.2 4.8 87.1
10～29人 141 12.8 16.3 12.1 58.9
30～99人 151 24.5 25.2 9.3 41.1
100～300人 41 26.8 51.2 2.4 19.5
製造業 225 16.9 18.7 6.2 58.2
非製造業 232 14.7 19.0 10.3 56.0
H20全国 17,620 25.4 37.5 10.7 26.4
H20東京都 377 19.1 39.0 14.3 27.6
H20新潟県 543 29.7 36.1 11.2 23.0
1～9人 150 14.0 20.7 16.0 49.3
10～29人 185 34.6 34.1 10.3 21.1
30～99人 165 37.0 47.3 9.7 6.1
100～300人 43 34.9 55.8 4.7 4.7
製造業 280 33.2 36.8 11.1 18.9
非製造業 263 25.9 35.4 11.4 27.4

新
規
学
卒
者

中
途
採
用
者

 



- 17 - 

(４)従業員採用にあたって効果的であった募集方法(３つまで回答) 

 ～「ハローワーク」活用が最多～ 

新規学卒者は「ハローワーク」が６８．４％と最も多く、次いで「学校への求人」５０．５％となっている。 

中途採用者でも「ハローワーク」が８６．３％と最も多く、次いで「親族・知人の紹介」３２．３％の順となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(５)若手従業員(３５歳未満)の定着率について 

 ～「同業他社と同じくらい」が５０．３％で最多～ 

 若手従業員の定着率について同業他社と比べた状況について、新潟県全体では「同じくらいである」５０．３％が

最も多くなった。また、「悪い方である」は９．５％で、定着率の悪さを感じる事業所は少ないことがうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(６)若手従業員(３５歳未満)の定着のために行っていること 

 若手従業員定着のため、どのようなことを行っているか(該当項目すべてに回答)聞いたところ、新潟県全体では「仕

事のやりがいを教えている」が最も多く３５．５％、次いで「休暇を取りやすくしている」３３．５％、「教育・訓

練の充実」３１．２％と続いている。 

 

（単位：％）

事
業
所
数

良
い
方

で
あ
る

同
じ
ぐ

ら
い
で

あ
る

悪
い
方

で
あ
る

H20全国 16,791 40.8 45.6 13.6
H20東京都 366 45.9 42.1 12.0
H20新潟県 525 40.2 50.3 9.5
1～9人 141 41.8 41.8 16.3
10～29人 181 42.5 49.7 7.7
30～99人 162 35.8 57.4 6.8
100～300人 41 41.5 53.7 4.9
製造業 255 33.7 57.3 9.0
非製造業 270 46.3 43.7 10.0  

新潟県全体における
若手従業員の定着率

良い方
40.2%

悪い方
9.5%

同じぐら
い  50.3%

 

（単位：％）

事
業
所
数

休
暇
を
取
り
や

す
く
し
て
い
る

残
業
を
少
な
く

し
て
い
る

福
利
厚
生
の

充
実

育
児
等
の
家
庭

の
事
情
に
配
慮

作
業
環
境
を

改
善
し
た

教
育
・
訓
練

の
充
実

自
己
啓
発
に
対

す
る
支
援

若
手
の
意
見
・

提
案
の
採
用

仕
事
の
や
り
が

い
を
教
え
て
い

る 賃
金
を
引
き

上
げ
た

退
職
金
制
度
の

導
入
・
改
善

そ
の
他

H20全国 15,825 32.9 26.4 18.9 12.2 21.1 28.5 12.1 22.7 36.1 18.9 9.0 3.5
H20東京都 371 28.8 36.7 14.3 9.4 28.3 24.8 12.9 22.6 40.7 21.0 8.1 2.4
H20新潟県 493 33.5 27.2 15.6 17.2 19.1 31.2 9.7 22.3 35.5 22.1 10.5 2.8
1～9人 137 38.0 38.7 16.1 19.7 16.1 22.6 4.4 23.4 36.5 24.8 14.6 1.5
10～29人 164 36.6 26.8 15.2 16.5 17.7 27.4 10.4 23.2 43.3 23.2 9.8 2.4
30～99人 155 25.8 20.0 14.2 13.5 21.9 41.9 11.0 21.3 28.4 17.4 9.7 4.5
100～300人 37 35.1 16.2 21.6 27.0 24.3 35.1 21.6 18.9 27.0 27.0 2.7 2.7
製造業 233 33.0 26.2 11.6 19.7 22.7 27.9 9.4 21.0 33.0 20.2 7.3 3.9
非製造業 260 33.8 28.1 19.2 15.0 15.8 34.2 10.0 23.5 37.7 23.8 13.5 1.9

 

（単位：％）

事業所数
ハロー
ワーク

民間職業
紹介所

求人
情報誌

求人情
報ｻｲﾄ

自社ﾎｰ
ﾑﾍﾟｰｼﾞ

新聞・ﾁﾗｼ等の

求人広告

ﾍｯﾄﾞ
ﾊﾝﾃｨﾝｸﾞ

取引先
の紹介

親族・知
人の紹介

合同会社
説明会

学校へ
の求人

その他

H20全国 8,848 46.0 2.0 4.5 6.6 8.0 2.7 0.2 3.2 15.6 14.7 58.9 1.6
H20東京都 374 56.7 1.1 3.5 5.6 4.5 2.1 - 1.1 7.8 4.3 40.9 0.5
H20新潟県 291 68.4 2.1 1.0 6.5 5.2 1.4 - 2.4 15.1 16.8 50.5 1.0
1～9人 57 68.4 1.8 1.8 1.8 1.8 - - 3.5 22.8 3.5 33.3 1.8
10～29人 84 66.7 - - 4.8 7.1 1.2 - 1.2 15.5 6.0 51.2 1.2
30～99人 115 67.8 2.6 1.7 4.3 6.1 1.7 - 2.6 13.9 22.6 59.1 -
100～300人 35 74.3 5.7 - 25.7 2.9 2.9 - 2.9 5.7 45.7 48.6 2.9
製造業 134 73.9 2.2 2.2 9.7 3.0 2.2 - 0.7 12.7 17.2 50.7 0.7
非製造業 157 63.7 1.9 - 3.8 7.0 0.6 - 3.8 17.2 16.6 50.3 1.3

H20全国 15,932 73.7 5.2 15.9 5.2 4.7 15.7 2.4 10.4 37.8 1.9 1.4 2.6
H20東京都 378 55.8 6.9 24.6 13.5 4.5 15.4 2.1 9.0 34.4 1.6 2.6 2.9
H20新潟県 498 86.3 3.6 10.2 4.0 3.6 9.8 2.0 8.8 32.3 1.6 1.0 1.8
1～9人 127 69.3 2.4 7.1 1.6 0.8 6.3 3.1 7.1 47.2 - - 1.6
10～29人 165 92.1 2.4 9.7 5.5 3.0 8.5 1.2 11.5 24.8 1.2 1.8 1.8
30～99人 164 92.1 5.5 12.8 3.0 3.7 14.0 1.2 7.3 29.9 2.4 1.2 1.2
100～300人 42 92.9 4.8 11.9 9.5 14.3 9.5 4.8 9.5 26.2 4.8 - 4.8
製造業 256 87.1 3.5 7.4 4.7 3.1 9.4 1.6 9.8 30.9 2.0 1.2 2.0
非製造業 242 85.5 3.7 13.2 3.3 4.1 10.3 2.5 7.9 33.9 1.2 0.8 1.7

新
規
学
卒
者

中
途
採
用
者
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５．高年齢者の雇用に関する事項 

(１)定年年齢について 

 ～「６０歳」が６５．９％～ 

 定年年齢について新潟県全体では「６０歳」する回答が６５．９％と最も多かった。 

規模別の「１～９人」をみると「定年を定めていない」が４０．７％と他の区分に比べて特に多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)定年後の継続雇用制度導入状況  

 新潟県全体では「再雇用制度のみを導入」とする回答が４９．３％と 

最も多く、次いで「導入していない」が２２．６％となっている。 

規模が「100～300人」では「再雇用制度のみを導入」とする回答が 

９０．５％と非常に高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３)継続雇用制度の対象となる高年齢者の基準設置状況 

 ～「設けていない」が５９．６％で最多～ 

 (２)において継続雇用制度を導入していると回答した事業所に制度の対象とする高齢者の基準を設けているか聞

いたところ、新潟県全体においては「基準は設けていない」とする回答が最も多く５９．６％であった。 

規模別にみると「1～9人」では「基準を設けていない」が最も多く７２．６％。「100～300人」では「労使協定に

より制度の対象となる者の基準を設けている」が最も多く５１．２％を占めている。 

  

(単位：%)

事業所数
勤務延長
制度のみ
を導入

再雇用制
度のみを
導入

勤務延
長・再雇
用制度両
方を導入

導入して
いない

H20全国 17,356 12.4 45.7 14.3 27.6
H20新潟県 535 14.4 49.3 13.6 22.6
1～9人 153 15.0 23.5 11.1 50.3
10～29人 179 18.4 46.9 17.3 17.3
30～99人 161 11.8 65.8 14.9 7.5
100～300人 42 4.8 90.5 2.4 2.4
製造業 274 15.3 53.6 15.7 15.3
非製造業 261 13.4 44.8 11.5 30.3  

(単位：%)

事業所数
希望者全員を対象とし基準

は設けていない

労使協定により制度の対象
となる者の基準を
設けている

就業規則により制度の対象
となる者の基準を
設けている

H20全国 12,266 57.4 14.0 28.6
H20新潟県 403 59.6 15.4 25.1
1～9人 73 72.6 4.1 23.3
10～29人 142 59.2 11.3 29.6
30～99人 147 59.9 15.0 25.2
100～300人 41 36.6 51.2 12.2
製造業 225 59.1 13.3 27.6
非製造業 178 60.1 18.0 21.9  

新潟県全体における継続雇用制度
導入状況

導入して
いない
22.6%

勤務延
長・再雇
用制度
両方
13.6% 再雇用

制度のみ
49.3%

勤務延
長制度の
み 14.4%

 

(単位：%)

事業所数 ６０歳 ６１歳 ６２歳 ６３歳 ６４歳 ６５歳以上
定年は定めて
いない

H20全国 18,493 63.0 0.5 1.3 1.7 1.0 14.7 17.7
H20新潟県 587 65.9 0.2 0.9 2.6 0.7 14.0 15.8
1～9人 177 44.1 - - 2.8 - 12.4 40.7
10～29人 196 69.4 0.5 1.0 2.6 1.0 16.8 8.7
30～99人 171 77.8 - 1.2 2.9 1.2 14.6 2.3
100～300人 43 93.0 - 2.3 - - 4.7 -
製造業 297 72.7 - 0.7 2.0 1.3 13.1 10.1
非製造業 290 59.0 0.3 1.0 3.1 - 14.8 21.7  
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(４)高年齢者(６０歳以上)の雇用にあたっての課題 

 ～「賃金体系や水準の見直し」が６０．６％で最多～ 

 高年齢者の雇用にあたって、どのようなことが課題になっているか(該当するものすべてに回答)聞いたところ、新

潟県全体では「賃金体系や水準の見直し」が６０．６％、次いで「業務や作業内容の見直し」「心身の健康面の配慮」

が３１．８％となった。 

 規模別に見ると「賃金体系や水準の見直し」については規模が大きくなればなるほど割合が高く、「特に課題とな

ることはない」については規模が小さくなればなるほど割合が高い。「退職金(年金)制度の見直し」について「100

～300人」では回答がなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(５)高年齢者(６０歳以上)へ期待していること 

 ～「技術・技能の承継をすること」が最多～ 

 高年齢者へ期待していることについて(該当項目すべてに回答)聞いたところ、新潟県全体では「技術・技能の承継

をすること」５７．０％が最も多く、次いで「技術・技能を活かすこと」４５．０％の順となった。 

 規模別にみると「100～300 人」は他の規模と比べてほとんどの項目で割合が高く、今後、高年齢者活用への期待

が高いことがうかがえる。 

 業種別にみると「経験・人脈を活かすこと」について「非製造業」４２．９％、「製造業」２８．３％と１４．６

ポイントの開きがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(単位:%)
事
業
所
数

技
術
・
技
能

を
活
か
す
こ

と 技
術
・
技
能

の
承
継
を
す

る
こ
と

経
験
・
人
脈

を
活
か
す
こ

と 人
材
不
足
を

補
う
こ
と

今
ま
で
と
変

わ
ら
な
い
仕

事
を
す
る
こ

と そ
の
他

H20全国 17,240 41.1 54.1 37.8 20.8 31.6 0.9
H20新潟県 540 45.0 57.0 35.4 21.9 32.0 0.7
1～9人 148 41.9 45.3 39.9 18.9 32.4 -
10～29人 186 42.5 59.1 35.5 20.4 33.9 1.6
30～99人 164 48.8 61.6 31.7 25.0 29.9 0.6
100～300人 42 52.4 71.4 33.3 26.2 31.0 -
製造業 279 47.7 58.4 28.3 23.3 33.3 -
非製造業 261 42.1 55.6 42.9 20.3 30.7 1.5

(単位:%)
事
業
所
数

役
職
や
人
事

制
度
の
見
直

し 賃
金
体
系
や

水
準
の
見
直

し 業
務
や
作
業

内
容
の
見
直

し 退
職
金
（

年

金
）

制
度
の

見
直
し

勤
務
体
系
や

勤
務
時
間
の

見
直
し

心
身
の
健
康

面
の
配
慮

以
前
の
部
下

や
若
手
と
の

関
係

若
年
者
の
雇

用
・
採
用
の

手
控
え

そ
の
他

特
に
課
題
と

な
る
こ
と
は

な
い

H20全国 16,945 17.0 51.7 31.7 4.5 21.3 35.8 8.7 8.3 0.9 17.2
H20新潟県 528 18.8 60.6 31.8 4.7 23.5 31.8 7.4 7.2 1.5 15.7
1～9人 142 11.3 48.6 32.4 7.7 23.2 29.6 8.5 7.7 2.1 19.7
10～29人 184 17.4 63.6 30.4 3.8 21.7 28.3 4.9 5.4 1.1 17.9
30～99人 159 26.4 66.0 33.3 4.4 26.4 37.1 7.5 6.9 1.3 11.3
100～300人 43 20.9 67.4 30.2 - 20.9 34.9 14.0 14.0 2.3 9.3
製造業 274 18.6 60.9 29.9 4.4 22.6 27.0 5.5 5.5 1.8 14.6
非製造業 254 18.9 60.2 33.9 5.1 24.4 37.0 9.4 9.1 1.2 16.9  

高年齢者への期待
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H20全国 H20新潟県
製造業 非製造業
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６．最低賃金引上げに関する事項 

(１)最低賃金引上げの影響について 

～「ほとんどない」が５２．０％で最多～ 

 新潟県全体においては「ほとんどない」とする回答が５２．０％と最も多く、次いで「全くない」２５．０％、「多

少ある」１１．４％の順であった。「ほとんどない」「全くない」の二つを合わせた「影響がない」とする回答は７７．

０％で、「大いにある」「多少ある」の二つを合わせた「影響がある」とする回答は１５．２％となっている。これら

の「影響がない」は「影響がある」より６１．８ポイント上回っている。 

業種別にみると「運輸業」では「大いにある」とする回答が１８．２％とあり、引上げの影響が際立っている。 

 

 

 

 

最低賃金引上げの影響について

13.0

11.4

14.7

8.2

51.6

52.0

51.2

52.7

19.7

25.0

24.6

25.3

4.9

3.8

3.9

3.8

10.8

7.8

5.6

9.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H20全国

H20新潟県

県製造業

県非製造業

大いにある 多少ある ほとんどない 全くない わからない

（単位：％）

事業所数 大いにある 多少ある ほとんどない 全くない わからない

H20全国 18,361 4.9 13.0 51.6 19.7 10.8
H20東京都 379 5.8 11.6 47.0 24.3 11.3
H20新潟県 577 3.8 11.4 52.0 25.0 7.8
1～9人 176 4.0 11.4 47.7 21.6 15.3
1～4人 63 4.8 14.3 49.2 20.6 11.1
5～9人 113 3.5 9.7 46.9 22.1 17.7

10～29人 195 3.1 10.3 50.8 27.7 8.2
10～20人 140 2.9 10.0 47.9 30.0 9.3
21～30人 55 3.6 10.9 58.2 21.8 5.5

30～99人 164 4.3 12.8 56.1 25.6 1.2
100～300人 42 4.8 11.9 59.5 23.8 -

製造業 285 3.9 14.7 51.2 24.6 5.6
食料品 63 6.3 19.0 58.7 11.1 4.8
繊維・同製品 53 9.4 28.3 41.5 13.2 7.5
木材・木製品 26 3.8 11.5 30.8 46.2 7.7
出版・印刷・同関連 22 - 4.5 50.0 31.8 13.6
窯業・土石 42 2.4 9.5 64.3 21.4 2.4
金属、同製品 61 - 11.5 50.8 34.4 3.3
機械器具 13 - - 53.8 46.2 -
その他 5 - - 60.0 20.0 20.0

非製造業 292 3.8 8.2 52.7 25.3 9.9
情報通信業 3 - - 33.3 33.3 33.3
運輸業 22 18.2 4.5 63.6 13.6 -
建設業 109 0.9 9.2 58.7 22.0 9.2
総合工事業 39 - 12.8 61.5 25.6 -
職別工事業 33 - 9.1 42.4 30.3 18.2
設備工事業 37 2.7 5.4 70.3 10.8 10.8

卸・小売業 98 4.1 7.1 45.9 29.6 13.3
卸売業 49 4.1 4.1 42.9 38.8 10.2
小売業 49 4.1 10.2 49.0 20.4 16.3

サービス業 60 3.3 10.0 50.0 28.3 8.3
対事業所ｻｰﾋﾞｽ業 18 - 16.7 61.1 22.2 -
対個人ｻｰﾋﾞｽ業 42 4.8 7.1 45.2 31.0 11.9

良　い 35 - 11.4 42.9 40.0 5.7
変わらない 189 1.6 14.3 50.3 28.0 5.8
悪　い 348 5.5 10.1 53.2 22.1 9.2

経
営
状
況  
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(２)最低賃金引上げに影響がある場合の対応 

～マイナス影響への対策は生産性向上の努力を優先～ 

(１)で「大いにある」「多少ある」と回答する事業所に、影響がある場合どのような対応をしているか（該当項目

すべてに回答）聞いたところ、新潟県全体では「生産性向上の努力をした」４１．４％が最も多くなっており、人員

調整である「パート・アルバイトを減らした」６．９％、「新規雇用を控えた」１４．９％を大きく上回っている。

賃金上昇分は企業努力により生産性を向上させることで吸収する考えで、人員調整はその次の手段としている様子が

うかがえる。「特に何もしていない」３２．２％は２番目に多くなっている。 
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(%)

H20全国 H20新潟県 県製造業 県非製造業

 

（単位：％）
事
業
所
数

生
産
性
向
上

の
努
力
を
し

た 労
働
時
間
を

短
く
し
た

パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
を

減
ら
し
た

新
規
雇
用
を

控
え
た

事
業
を
縮
小

し
た

業
務
を
外
注

し
た

商
品
・
サ
ー

ビ

ス
の
価
格
を
引

き
上
げ
た

特
に
何
も
し

て
い
な
い

そ
の
他

H20全国 3,234 40.1 19.2 10.1 16.3 5.6 10.4 7.1 24.6 1.7
H20東京都 65 36.9 20.0 9.2 15.4 12.3 13.8 9.2 24.6 7.7
H20新潟県 87 41.4 14.9 6.9 14.9 4.6 8.0 3.4 32.2 -
1～9人 27 22.2 33.3 14.8 25.9 3.7 7.4 7.4 29.6 -
1～4人 12 16.7 58.3 33.3 25.0 - 8.3 8.3 16.7 -
5～9人 15 26.7 13.3 - 26.7 6.7 6.7 6.7 40.0 -

10～29人 26 50.0 15.4 3.8 19.2 7.7 15.4 - 15.4 -
10～20人 18 55.6 22.2 - 16.7 11.1 22.2 - 11.1 -
21～30人 8 37.5 - 12.5 25.0 - - - 25.0 -

30～99人 28 53.6 - 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 42.9 -
100～300人 6 33.3 - - - - - - 66.7 -

製造業 53 49.1 17.0 5.7 9.4 3.8 3.8 1.9 34.0 -
食料品 16 50.0 25.0 6.3 25.0 6.3 6.3 25.0 -
繊維・同製品 20 60.0 10.0 5.0 5.0 - 10.0 - 30.0 -
木材・木製品 4 50.0 50.0 - - - - - 25.0 -
出版・印刷・同関連 1 - - - - - - - 100.0 -
窯業・土石 5 20.0 - - - 20.0 - - 60.0 -
金属、同製品 7 42.9 14.3 14.3 - - - - 42.9 -
機械器具 - - - - - - - - - -
その他 - - - - - - - - - -

非製造業 34 29.4 11.8 8.8 23.5 5.9 14.7 5.9 29.4 -
情報通信業 - - - - - - - - - -
運輸業 4 25.0 - - - - - - 75.0 -
建設業 11 27.3 18.2 - 27.3 9.1 18.2 9.1 18.2 -
総合工事業 5 40.0 20.0 - - - - 20.0 40.0 -
職別工事業 3 - - - 66.7 - 33.3 - - -
設備工事業 3 33.3 33.3 - 33.3 33.3 33.3 - - -

卸・小売業 11 36.4 9.1 18.2 18.2 - - 9.1 27.3 -
卸売業 4 75.0 - - - - - 25.0 - -
小売業 7 14.3 14.3 28.6 28.6 - - - 42.9 -

サービス業 8 25.0 12.5 12.5 37.5 12.5 37.5 - 25.0 -
対事業所ｻｰﾋﾞｽ業 3 33.3 - - 33.3 33.3 33.3 - 33.3 -
対個人ｻｰﾋﾞｽ業 5 20.0 20.0 20.0 40.0 - 40.0 - 20.0 -  
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７．新規学卒者の採用に関する事項 

(１)新規学卒者(平成２０年３月卒)の採用充足状況 

 ～全卒業区分で増加～ 

 平成２０年３月における新規学卒者(第２新卒者、中途採用を除く)の採用予定人数に対する実際の採用人数の充足
率は新潟県において「高校卒」８７．２％、「専門学校卒」８８．１％、「短大卒(含高専)」１００．０％、「大学卒」
８９．９％であった。充足率は全ての区分で前年より増加している。 
また、充足率について全ての区分で、新潟県は東京都よりも高くなっている。 
採用実績人数は全体的に事務系よりも技術系の採用が多くなっている。 

 
【高校卒】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新潟県全体をみると、充足率は８７．２％で対前年比５．８ポイント増。全国平均の８１．１％より６．１ポイン

ト上回り、東京都の７６．５％より１０．７ポイント上回っている。 

採用実績人数全体に占める技術系の割合は７９．７％、事務系は２０．３％となっている。 

 

【専門学校卒】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新潟県全体をみると、充足率は８８．１％で対前年比３．７ポイント増。全国平均の８４．２％より３．９ポイン

ト上回り、東京都は４７．６％で新潟県全体は東京都より４０．５ポイントと大きく上回っている。また、技術系を

みると東京都の充足率は４２．４％で、新潟県の８８．０％より４５．６ポイント下回っている。 

 採用実績人数全体に占める技術系の割合は８９．２％、事務系が１０．８％で技術系の採用の方が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

事業
所数

採用計
画人数

採用実
績人数

充足率
（％）

平均採
用人数

事業
所数

採用計
画人数

採用実
績人数

充足率
（％）

平均採
用人数

事業
所数

採用計
画人数

採用実
績人数

充足率
（％）

平均採
用人数

H20全国 1,845 5,496 4,456 81.1 2.42 1,499 4,235 3,359 79.3 2.24 549 1,261 1,097 87.0 2.00

H20東京都 37 98 75 76.5 2.03 30 68 52 76.5 1.73 15 30 23 76.7 1.53

H16新潟県 55 160 146 91.3 2.65 48 133 122 91.7 2.54 15 27 24 88.9 1.60

H17新潟県 61 188 178 94.7 2.92 51 151 141 93.4 2.76 14 37 37 100.0 2.64

H18新潟県 58 162 148 91.4 2.55 48 130 122 93.8 2.54 13 32 26 81.3 2.00

H19新潟県 54 129 105 81.4 1.94 45 111 88 79.3 1.96 12 18 17 94.4 1.42

H20新潟県 59 164 143 87.2 2.42 53 135 114 84.4 2.15 9 29 29 100.0 3.22

　　製造業 38 110 91 82.7 2.39 34 95 76 80.0 2.24 4 15 15 100.0 3.75

非製造業 21 54 52 96.3 2.48 19 40 38 95.0 2.00 5 14 14 100.0 2.80

高校卒

合計
事務系技術系

 

事業
所数

採用計
画人数

採用実
績人数

充足率
（％）

平均採
用人数

事業
所数

採用計
画人数

採用実
績人数

充足率
（％）

平均採
用人数

事業
所数

採用計
画人数

採用実
績人数

充足率
（％）

平均採
用人数

H20全国 742 1,460 1,230 84.2 1.66 613 1,196 994 83.1 1.62 172 264 236 89.4 1.37

H20東京都 17 42 20 47.6 1.18 14 33 14 42.4 1.00 4 9 6 66.7 1.50

H16新潟県 27 43 41 95.3 1.52 18 27 25 92.6 1.39 12 16 16 100.0 1.33

H17新潟県 28 49 46 93.9 1.64 24 38 35 92.1 1.46 5 11 11 100.0 2.20

H18新潟県 35 54 49 90.7 1.40 24 33 30 90.9 1.25 13 21 19 90.5 1.46

H19新潟県 40 64 54 84.4 1.35 33 54 46 85.2 1.39 9 10 8 80.0 0.89

H20新潟県 41 84 74 88.1 1.80 37 75 66 88.0 1.78 7 9 8 88.9 1.14

　　製造業 17 36 28 77.8 1.65 16 31 24 77.4 1.50 4 5 4 80.0 1.00

非製造業 24 48 46 95.8 1.92 21 44 42 95.5 2.00 3 4 4 100.0 1.33

専門学校卒

合計
技術系 事務系
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【短大卒(含高専)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新潟県全体において充足率は１００．０％だが、採用事業所数及び採用人数は少ない。 

 採用実績人数全体に占める技術系の割合は７３．３％、事務系は２６．７％。 

 

 

【大学卒】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 新潟県全体をみると、充足率は８９．９％で対前年比５．１ポイント増。全国平均の８３．６％より６．３ポイン

ト上回り、東京都の７９．０％よりも１０．９ポイント上回っている。 

採用実績人数全体に占める技術系の割合は２８．７％、事務系は７１．３％で大学卒のみ事務系の採用が技術系よ

りも多くなっている。 

 
 
 

事業
所数

採用計
画人数

採用実
績人数

充足率
（％）

平均採
用人数

事業
所数

採用計
画人数

採用実
績人数

充足率
（％）

平均採
用人数

事業
所数

採用計
画人数

採用実
績人数

充足率
（％）

平均採
用人数

H20全国 355 614 516 84.0 1.45 191 321 261 81.3 1.37 183 293 255 87.0 1.39

H20東京都 7 12 4 33.3 0.57 5 8 1 12.5 0.20 3 4 3 75.0 1.00

H16新潟県 10 16 15 93.8 1.50 7 12 12 100.0 1.71 4 4 3 75.0 0.75

H17新潟県 8 13 13 100.0 1.63 7 11 11 100.0 1.57 1 2 2 100.0 2.00

H18新潟県 6 8 8 100.0 1.33 5 7 7 100.0 1.40 1 1 1 100.0 1.00

H19新潟県 10 19 19 100.0 1.90 8 15 15 100.0 1.88 4 4 4 100.0 1.00

H20新潟県 11 15 15 100.0 1.36 7 11 11 100.0 1.57 4 4 4 100.0 1.00

　　製造業 5 6 6 100.0 1.20 4 5 5 100.0 1.25 1 1 1 100.0 1.00

非製造業 6 9 9 100.0 1.50 3 6 6 100.0 2.00 3 3 3 100.0 1.00

合計
技術系 事務系

短大卒(含高専)

 

事業
所数

採用計
画人数

採用実
績人数

充足率
（％）

平均採
用人数

事業
所数

採用計
画人数

採用実
績人数

充足率
（％）

平均採
用人数

事業
所数

採用計
画人数

採用実
績人数

充足率
（％）

平均採
用人数

H20全国 1,209 3,271 2,735 83.6 2.26 737 1,812 1,452 80.1 1.97 633 1,459 1,283 87.9 2.03

H20東京都 33 105 83 79.0 2.52 25 73 55 75.3 2.20 15 32 28 87.5 1.87

H16新潟県 32 47 42 89.4 1.31 21 28 24 85.7 1.14 13 19 18 94.7 1.38

H17新潟県 28 67 47 70.1 1.68 19 34 25 73.5 1.32 13 33 22 66.7 1.69

H18新潟県 30 72 64 88.9 2.13 19 34 27 79.4 1.42 14 38 37 97.4 2.64

H19新潟県 36 66 56 84.8 1.56 22 38 31 81.6 1.41 15 28 25 89.3 1.67

H20新潟県 36 89 80 89.9 2.22 19 25 23 92.0 1.21 23 64 57 89.1 2.48

　　製造業 20 52 45 86.5 2.25 14 20 18 90.0 1.29 11 32 27 84.4 2.45

非製造業 16 37 35 94.6 2.19 5 5 5 100.0 1.00 12 32 30 93.8 2.50

大学卒

合計
技術系 事務系
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(２)新規学卒者(平成２０年３月卒)の平均初任給額(通勤手当を除いた所定内賃金) 

～全体的に東京都より１割程度少ない～ 

 新規学卒者の初任給額について、新潟県全体では８区分中６つが、前年より上昇している。新潟県全体で見ると、

事務系は製造業のほうが高く、技術系では非製造業のほうが高くなっている。また、全体的に東京都より１割程度少

なくなっている。(サンプルの少ない項目あり) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【高校卒】 

 新潟県全体で「技術系」は１５５，６８５円で対前年比１，３７２円増、「事務系」は１５２，５５７円で対前年

比１，２２４円増となっている。 
全国平均と比べると「技術系」は２８０円、「事務系」は１，３５５円共に上回っている。 
東京都と比べると「技術系」は１７，３３３円、「事務系」は１７，６３１円共に下回っている。 

 
【専門学校卒】 

 新潟県全体では「技術系」は１５８，０８５円で対前年比３，１８８円減、「事務系」は１５９，８３３円で対前

年比２，９５１円増。 
全国平均と比べると「技術系」は９，４６５円、「事務系」は５，１１８円共に下回っている。 
東京都と比べると「技術系」は２２，７８２円、「事務系」は１３，５００円共に下回っている。 

 
【短大卒(含高専)】 

 新潟県全体の「技術系」は１６５，２１４円で対前年比２，２７６円増、「事務系」は１６１，１７５円で対前年

比１，０７５円減。 
全国平均と比べると「技術系」は４，９６４円、「事務系」４，７２３円共に下回っている。 
東京都の初任給を１００％とした際、新潟県全体の「技術系」の初任給は８７．０％と他項目に比べて特に差が大

きく、金額としては２４，７８６円下回っている。「事務系」は９５．４％で７，８２５円下回っている。 
 
【大学卒】 

新潟県全体の「技術系」は１９８，３６８円で対前年比３，５４３円増、「事務系」は１８９，７３９円で対前年

比３２６円増。 
全国平均と比べると「技術系」は６，９８２円、「事務系」は９７５円共に上回っている。 
東京都の初任給を１００％とした際、新潟県全体の「技術系」は９６．１％と他の項目より最も差が小さく、金額

としては８，１５１円下回っている。「事務系」は９２．５％で１５，４６９円こちらも下回っている。 
 
 

（単位：円）

技術系 事務系 技術系 事務系 技術系 事務系 技術系 事務系

155,405 151,202 167,550 164,951 170,178 165,898 191,386 188,764
(92.1%) (90.6%) (92.6%) (95.2%) (89.6%) (98.2%) (92.7%) (92.0%)

H20東京都 173,018 170,188 180,867 173,333 190,000 169,000 206,519 205,208
H16新潟県 151,855 147,515 153,779 151,295 163,714 150,333 182,227 172,950
H17新潟県 151,547 153,482 162,083 153,886 162,857 150,000 187,526 181,203
H18新潟県 154,636 148,525 161,180 159,297 147,900 145,000 185,709 184,557
H19新潟県 154,313 151,333 161,273 156,882 162,938 162,250 194,825 189,413
H20新潟県 155,685 152,557 158,085 159,833 165,214 161,175 198,368 189,739

(90.0%) (89.6%) (87.4%) (92.2%) (87.0%) (95.4%) (96.1%) (92.5%)
　　製造業 153,255 153,300 153,043 159,333 165,375 176,200 189,643 190,051
非製造業 159,735 151,962 161,446 160,333 165,000 156,167 222,800 189,479

※()内は東京を100とした指数

大学卒

H20全　国

高校卒 専門学校卒 短大卒(含高専)
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(３)新規学卒者(平成２１年３月卒)の採用計画 

～「ある」１７．１％、対前年比２．８ポイント減～ 

平成２１年３月卒業者(第２新卒者、中途採用者を除く)の計画について「ある」と回答する事業所は１７．１％(対

前年比２．８ポイント減)、「ない」とする事業所は６７．５％(対前年比２．８ポイント増)となっている。平成１８

年以来、採用計画が「ない」とする事業所が増加傾向にある。 

 業種別で「ある」とする事業所は「設備工事業」が３６．４％と最も高くなっている。また、全体的に高校卒の採

用人数が多くなっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（単位：％）

高校卒 専門学校卒
短大卒
(含高専)

大学卒

H16全国 21,128 13.5 2.49 1.66 1.59 2.36 67.1 19.4
H17全国 18,917 17.1 2.63 1.84 1.58 2.45 65.5 17.4
H18全国 17,595 18.8 2.75 1.77 1.60 2.53 61.5 19.7
H19全国 18,070 18.9 2.74 1.80 1.65 2.55 63.4 17.7
H20全国 17,931 18.2 2.70 1.85 1.68 2.48 63.9 17.9
H20東京都 374 23.3 2.57 2.24 1.89 2.72 58.6 18.2
H16新潟県 539 16.0 2.47 1.37 1.71 2.03 67.3 16.7
H17新潟県 535 16.8 2.46 1.94 1.33 2.24 65.2 17.9
H18新潟県 492 21.7 2.41 1.58 1.23 2.21 61.2 17.1
H19新潟県 513 19.9 2.42 1.55 1.36 2.11 64.7 15.4
H20新潟県 557 17.1 2.72 2.15 1.45 3.03 67.5 15.4
1～9人 170 4.1 1.50 2.00 - 5.00 84.1 11.8
1～4人 59 1.7 - 1.00 - - 88.1 10.2
5～9人 111 5.4 1.50 3.00 - 5.00 82.0 12.6

10～29人 183 12.6 1.67 2.11 1.50 1.33 69.4 18.0
10～20人 132 12.1 1.50 1.86 1.00 1.50 71.2 16.7
21～30人 51 13.7 2.00 3.00 2.00 1.00 64.7 21.6

30～99人 163 26.4 2.50 2.22 1.50 3.43 57.1 16.6
100～300人 41 53.7 4.00 2.00 1.00 2.88 31.7 14.6

製造業 280 17.5 2.71 2.36 1.20 3.00 69.3 13.2
食料品 61 19.7 3.80 1.00 1.00 3.20 62.3 18.0
繊維・同製品 51 9.8 3.33 2.50 1.00 - 84.3 5.9
木材・木製品 27 7.4 1.00 - - - 81.5 11.1
出版・印刷・同関連 22 18.2 2.00 4.00 - 5.00 72.7 9.1
窯業・土石 41 2.4 2.00 - - - 85.4 12.2
金属、同製品 58 34.5 2.29 1.67 1.50 2.27 48.3 17.2
機械器具 13 30.8 2.00 2.00 1.00 3.50 53.8 15.4
その他 7 14.3 4.00 - - - 71.4 14.3

非製造業 277 16.6 2.73 2.05 1.67 3.08 65.7 17.7
情報通信業 3 33.3 - 1.00 - 1.00 33.3 33.3
運輸業 22 13.6 4.50 1.00 - 1.00 77.3 9.1
建設業 102 21.6 2.14 1.67 1.00 1.33 61.8 16.7
総合工事業 38 13.2 2.50 1.33 1.00 1.50 63.2 23.7
職別工事業 31 16.1 2.20 2.00 - - 64.5 19.4
設備工事業 33 36.4 2.00 1.80 1.00 1.00 57.6 6.1

卸・小売業 93 7.5 2.50 5.00 3.00 4.80 69.9 22.6
卸売業 50 10.0 2.50 5.00 3.00 5.75 66.0 24.0
小売業 43 4.7 - 5.00 - 1.00 74.4 20.9

サービス業 57 22.8 4.00 2.00 1.67 3.33 63.2 14.0
対事業所ｻｰﾋﾞｽ業 17 5.9 - - 1.00 2.00 76.5 17.6
対個人ｻｰﾋﾞｽ業 40 30.0 4.00 2.00 2.00 4.00 57.5 12.5

ない 未定ある事業所数

あるとあった１事業所あたりの平均採用人数・
学卒別採用人数

新潟県全体における新規学卒者採用計画の推移

16.0

16.8

21.7

19.9

17.1

67.3

65.2

61.2

64.7

67.5

16.7

17.9

17.1

15.4

15.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16
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H20

ある ない 未定
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８．賃金改定に関する事項 

(１)賃金改定実施状況 

～引上げた３８．９％、対前年比２．５ポイント減～ 

平成２０年１月１日から７月１日までの間にどのような賃金改定を実施したか聞いたところ、新潟県全体において

「引上げた」が最も多く３８．９％、次いで「今年は実施しない(凍結)」３３．７％、「未定」１８．８％の順とな

っている。 

業種別に見ると「引上げた」とする事業所は「機械器具」が最も多く７８．６％、次いで「職別工事業」５６．３％

となった。「今年は実施しない(凍結)」とする事業所は「木材・木製品」が最も多く５０．０％、次いで「窯業・土

石」４７．６％の順となっている。また東京都は「今年は実施しない(凍結)」の割合が６．６％で、新潟県全体と比

べて特に少なくなっている。 

 

 

 
新潟県全体における賃金改定

実施状況の推移

27.9
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(%)

引上げた

引下げた

今年は実施しない（凍結）
未　定

 

（単位：％）

事
業
所
数

引
上
げ
た

引
下
げ
た

今
年
は
実
施
し

な
い
（
凍
結
）

７
月
以
降
引
上

げ
る
予
定

７
月
以
降
引
下

げ
る
予
定

未
　
定

H16全国 21,389 27.2 4.6 34.5 3.0 1.2 29.5
H17全国 19,071 32.5 2.9 32.8 4.5 1.2 26.1
H18全国 17,817 33.5 2.3 30.7 5.1 1.0 27.5
H19全国 18,371 35.7 1.7 30.0 5.6 1.0 26.0
H20全国 18,421 35.1 2.1 26.1 5.7 1.1 29.8
H19東京都 360 44.4 2.2 13.6 5.6 0.3 33.9
H20東京都 378 40.5 1.6 6.6 9.8 1.6 39.9
H16新潟県 541 27.9 4.4 47.5 1.5 1.3 17.4
H17新潟県 540 41.9 2.4 35.4 3.3 1.1 15.9
H18新潟県 502 46.6 2.0 33.5 4.8 0.6 12.5
H19新潟県 519 41.4 1.9 35.6 4.8 1.0 15.2
H20新潟県 584 38.9 3.1 33.7 3.4 2.1 18.8
1～9人 178 25.8 3.9 43.3 1.7 1.7 23.6
1～4人 66 21.2 3.0 47.0 4.5 1.5 22.7
5～9人 112 28.6 4.5 41.1 - 1.8 24.1

10～29人 195 41.0 3.1 33.3 2.6 2.6 17.4
10～20人 140 40.7 4.3 30.7 2.1 2.9 19.3
21～30人 55 41.8 - 40.0 3.6 1.8 12.7

30～99人 168 43.5 2.4 29.2 6.0 1.8 17.3
100～300人 43 65.1 2.3 14.0 4.7 2.3 11.6

製造業 292 36.6 3.8 34.9 2.7 1.7 20.2
食料品 65 32.3 3.1 40.0 4.6 1.5 18.5
繊維・同製品 53 24.5 3.8 39.6 1.9 3.8 26.4
木材・木製品 28 25.0 14.3 50.0 3.6 - 7.1
出版・印刷・同関連 22 36.4 - 27.3 - 4.5 31.8
窯業・土石 42 28.6 7.1 47.6 2.4 2.4 11.9
金属、同製品 61 55.7 - 21.3 1.6 - 21.3
機械器具 14 78.6 - - 7.1 - 14.3
その他 7 14.3 - 28.6 - - 57.1

非製造業 292 41.1 2.4 32.5 4.1 2.4 17.5
情報通信業 3 33.3 - - - 33.3 33.3
運輸業 24 37.5 - 25.0 4.2 4.2 29.2
建設業 105 46.7 3.8 31.4 3.8 1.9 12.4
総合工事業 39 35.9 5.1 33.3 5.1 5.1 15.4
職別工事業 32 56.3 3.1 28.1 6.3 - 6.3
設備工事業 34 50.0 2.9 32.4 - - 14.7

卸・小売業 101 36.6 1.0 34.7 6.9 2.0 18.8
卸売業 51 49.0 2.0 27.5 5.9 - 15.7
小売業 50 24.0 - 42.0 8.0 4.0 22.0

サービス業 59 40.7 3.4 35.6 - 1.7 18.6
対事業所ｻｰﾋﾞｽ業 18 50.0 11.1 38.9 - - -
対個人ｻｰﾋﾞｽ業 41 36.6 - 34.1 - 2.4 26.8

良　い 35 62.9 - 14.3 8.6 - 14.3
変わらない 191 46.1 2.1 27.2 2.6 1.0 20.9
悪　い 350 32.6 4.0 38.6 3.4 2.9 18.6

経
営
状
況  
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(２)賃金の昇給額・昇給率 

～昇給額＋３，２０６円・昇給率＋１．３８％～ 

 (１)の賃金改定実施状況について「引上げた」「引き下げた」「今年は実施しない(凍結)」と回答する事業所に平均

引上げ・引下げ額について聞いたところ、新潟県全体では、単純平均における昇給額は３，２０６円（対前年比１，

１４２円減）、昇給率は１．３８％(対前年比０．４５ポイント減)となっている。加重平均では昇給額は３，４４８

円(対前年比８１４円減)、昇給率は１．４６％(対前年比０．３２ポイント減)となっている。 

 今年度の新潟県を規模別に見ると、昇給率が最も大きかったのは「１０～２９人」の１．７９％であった。業種別

では「非製造業」が１．８５％で「製造業」の０．８５％を１．００ポイント上回っている。(すべて単純平均) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※昇給額 
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(３)賃金改定後の平均賃金等 

～新潟県全体の平均賃金額２３６，０９６円、対前年比５，５４９円減～ 

 改定後の平均賃金について新潟県全体では２３６，０９６円。全国平均の２５１，１３０円より１５，０３４円少

なくなっている。東京都は２９１，５６３円で、新潟県全体が東京都より５５，４６７円少なくなっている。 

 昇給額が最も大きかった業種は「職別工事業」のプラス１０，８３４円で昇給率が４．０６％、最も小さかったの

は「繊維・同製品」の昇給額がマイナス１，６４５円で昇給率がマイナス０．８３％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事
業
所
数

改
定
後
の

賃
金

(

円

)

昇
給
額

(

円

)

昇
給
率

(

％

)

H16全国 10,095 250,324 1,618 0.65
H17全国 7,849 251,326 3,462 1.40
H18全国 6,729 252,152 4,308 1.74
H19全国 7,084 251,888 4,608 1.86
H20全国 6,894 251,130 4,256 1.72
H19東京都 202 295,164 5,310 1.83
H20東京都 179 291,563 5,324 1.86
H16新潟県 296 235,312 652 0.28
H17新潟県 307 237,691 3,627 1.55
H18新潟県 256 240,276 4,206 1.78
H19新潟県 242 241,645 4,348 1.83
H20新潟県 236 236,096 3,206 1.38
1～9人 53 241,516 2,394 1.00
1～4人 16 222,229 3,794 1.74
5～9人 37 249,856 1,788 0.72

10～29人 82 239,112 4,212 1.79
10～20人 55 231,365 3,208 1.41
21～30人 27 254,894 6,259 2.52

30～99人 73 227,613 2,670 1.19
100～300人 28 239,118 3,188 1.35

製造業 120 220,383 1,868 0.85
食料品 27 209,075 -724 -0.35
繊維・同製品 13 196,347 -1,645 -0.83
木材・木製品 11 216,742 -520 -0.24
出版・印刷・同関連 9 230,928 3,277 1.44
窯業・土石 18 231,889 -110 -0.05
金属、同製品 31 231,108 6,243 2.78
機械器具 9 232,814 5,129 2.25
その他 2 176,107 1,785 1.02

非製造業 116 252,350 4,588 1.85
情報通信業 1 247,149 3,209 1.32
運輸業 9 203,349 1,577 0.78
建設業 51 274,326 5,357 1.99
総合工事業 18 280,201 2,706 0.98
職別工事業 15 277,662 10,834 4.06
設備工事業 18 265,672 3,446 1.31

卸・小売業 36 248,492 4,281 1.75
卸売業 24 259,233 4,204 1.65
小売業 12 227,010 4,434 1.99

サービス業 19 224,159 4,608 2.10
対事業所ｻｰﾋﾞｽ業 7 222,296 3,967 1.82
対個人ｻｰﾋﾞｽ業 12 225,245 4,981 2.26

良　い 18 254,785 7,425 3.00
変わらない 89 234,867 2,674 1.15
悪　い 125 234,916 2,915 1.26

経
営
状
況

単純平均

 

賃金改定後の平均賃金(単純平均)
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